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都
城

市
民
の
願
い
が
か
な
う　

南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ　

M
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elations, M
iyazaki

みやこのじょう

◆高等教育機関の学生募集
◆がん検診を受けましょう
◆地域包括支援センター
◆合併処理浄化槽を設置しましょう

◆地域で支える健康づくり
◆ふるさと納税制度
◆上長飯霊地公園墓地利用者募集

都
城
の
農
業
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら



本市の農業は、全国でも有数の産出額を誇るとともに、地域の基幹産業となって本市の農業は、全国でも有数の産出額を誇るとともに、地域の基幹産業となって
います。しかし、それを支える農家は、担い手の不足や燃料費の高騰など、さまいます。しかし、それを支える農家は、担い手の不足や燃料費の高騰など、さま
ざまな問題に直面しています。ざまな問題に直面しています。
今回は、本市の農業の現状や問題を明らかにしながら、それを打開するために市今回は、本市の農業の現状や問題を明らかにしながら、それを打開するために市
が進めている事業や、その中でも特に取り組みに力をが進めている事業や、その中でも特に取り組みに力を入れている入れている畜産業と6次産畜産業と6次産
業化について、特集します。業化について、特集します。
◎◎問い合わせ問い合わせ
　農業の現状と政策に関すること　　　農政課　　　　　　　　　農業の現状と政策に関すること　　　農政課　　　　　　　　☎☎ 2323 ー２７６８ー２７６８
　畑地かんがい事業に関すること　　　農産園芸課　　　　　　　畑地かんがい事業に関すること　　　農産園芸課　　　　　　☎☎ 3636 ー６６１０ー６６１０
　畜産に関すること　　　　　　　　　畜産課　　　　　　　　　畜産に関すること　　　　　　　　　畜産課　　　　　　　　☎☎ 2323 ー２７６９ー２７６９
　６次産業化の推進に関すること　　　六次産業化推進事務局　　６次産業化の推進に関すること　　　六次産業化推進事務局　☎☎ 2323 ー２１９３ー２１９３

全
国
有
数
の

農
業
産
出
額
を
誇
る
都
城

　

本
市
の
農
業
は
、
肉
用
牛
や
豚
、
ブ

ロ
イ
ラ
ー
な
ど
を
中
心
に
、
畜
産
が
農

業
産
出
額
の
約
８
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
お
茶
や
焼
酎
用
原

料
カ
ン
シ
ョ
、
里
芋
な
ど
の
栽
培
が
盛

ん
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
年
で
は
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
業
務
用
野
菜
や

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施
設
野
菜
、
花
の
栽

培
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
全
国
で
も

有
数
の
農
業
産
出
額
を
誇
り
ま
す
。

都
城
の
現
状

　

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
の
調
査

「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、

農
家
戸
数
は
、９
、８
２
７
戸（
17
年
度
）

か
ら
８
、６
０
４
戸
（
22
年
度
）
と
な
っ

て
い
て
１
、２
２
３
戸
（
14
・
２
㌫
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

耕
地
面
積
に
つ
い
て
は
１
３
、３
９
７

㌶
か
ら
１
３
、１
０
０
㌶
と
な
っ
て
い

て
、
２
９
７
㌶
（
２
・
26
㌫
）
減
少
し

て
い
ま
す
。

 　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
に

つ
い
て
は
、
64
・
５
歳
（
17
年
度
）
か

ら
65
・
３
歳（
22
年
度
）と
な
っ
て
い
て
、

確
実
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い

る
各
種
燃
料
や
家
畜
飼
料
、
農
業
用
資

材
な
ど
の
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
か

ら
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

農
家
へ
の
経
営
支
援

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
農
業
が
お
か

れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
24
年
度
に
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
、
新
た
に
農
業
へ
の
参
入
を
目
指
す

人
（
新
規
就
農
者
）
や
、
中
核
的
な
農

業
の
担
い
手
と
し
て
市
か
ら
認
定
を
受

け
た
農
家
（
認
定
農
業
者
）、
共
同
で

作
業
を
行
う
組
織
な
ど
に
対
し
て
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
の
都
城
の

農
業
を
考
え
る

明

22013.8



●
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

　

高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
が
減
少
す

る
中
、
力
強
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
新
規
就
農
者
を
増
や
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
を
始
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
一

方
で
、
計
画
通
り
の
収
入
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
就
農
時
の
不
安
を
解
消
す
る
目
的

で
、「
青
年
就
農
給
付
金
」
な
ど
を
給

付
し
、
新
た
に
農
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

　

平
成
25
年
３
月
現
在
、
１
、０
９
７

経
営
体
が
認
定
農
業
者
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
認
定
農
業
者
に
対

し
て
は
、
銀
行
な
ど
の
融
資
機
関
が
貸

し
付
け
る
「
農
業
制
度
資
金
」
の
貸
し

付
け
や
、
機
械
施
設
導
入
助
成
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
農
作
業
を
共
同
で
行
う
組
織
や

　

法
人
な
ど
へ
の
支
援

　

現
在
、
市
内
に
は
集
落
内
の
農
家
が

農
地
の
利
用
や
作
業
を
共
同
で
行
う
、

集
落
営
農
組
織
が
35
団
体
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
効
率
を
上
げ
る

た
め
、
分
散
す
る
農
地
を
集
め
て
営
農

を
行
う
農
業
生
産
法
人
が
７
団
体
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
や
団
体
に

対
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
い
、
担
い
手
の
育
成
と

確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
支
援

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
農
業
法
人
な
ど
が

新
規
就
農
者
を
雇
用
し
て
、
栽
培
技
術

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
研
修
を
行
う

場
合
に
給
付
金
を
給
付
し
た
り
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
で
位
置
付
け
ら
れ
た
担

い
手
に
農
地
を
貸
し
出
す
所
有
者
に
対

し
て
、
協
力
金
を
支
払
っ
た
り
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
推
進

　

昭
和
42
年
の
大
干
ば
つ
で
、
都
城
地

域
の
農
業
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
教
訓
に
、
必
要
な
と
き
に
必

要
な
量
の
水
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る

体
制
を
目
指
し
て
、
国
と
地
方
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
畑

地
か
ん
が
い
事
業
で
す
。

●
事
業
の
進
み
具
合

　

都
城
地
域
で
は
、昭
和
62
年
度
か
ら
、

ダ
ム
な
ど
の
主
要
施
設
の
工
事
が
始
ま

り
、
平
成
22
年
度
に
は
国
営
事
業
分
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
県
が
行
う
畑
に
送
水
す
る

た
め
の
施
設
の
工
事
が
、
市
内
お
よ
び

三
股
町
内
の
12

地
区
で
実
施
さ

れ
て
い
て
、
完
了

し
た
地
区
は
６

地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
畑
地
か
ん
が
い
営
農
の
メ
リ
ッ
ト

　

必
要
な
と
き
に

必
要
な
量
の
水
を

作
物
に
与
え
る
こ

と
で
、
干
ば
つ
の

被
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
、
畑

地
か
ん
が
い
営
農

の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
で
す
。
加
え
て
、
水
を
噴
霧
す
る
こ

と
で
、
肥
料
の
効
果
を
高
め
、
冬
場
の

霜
の
被
害
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

●
畜
産
用
水
へ
の
利
用

　

畑
地
か
ん
が
い
用
水
は
、
今
年
１
月

か
ら
畜
産
用
水
（
飲
用
水
、
畜
舎
の
冷

却
、
畜
舎
お
よ
び
機
械
洗
浄
）
に
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
工
事
に
か

か
る
費
用
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
使
用
料
が
上
水
道
の
３
分
の
１

程
度
と
安
価
な
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

都城の農業のこれまでとこれから特 集

　現在、県や都城盆地土地改良
区の協力の下、畑地かんがい施
設を利用したカンショの栽培試
験に取り組んでいます。畑かん
は、雨の少ない時期に、安定し
て散水できることから干ばつの
被害を軽減できるだけでなく、
農作業の軽減にもつながります。
今回の試験を通して得られる成
果を、地域に合った農業の確立
につなげていきたいです。

　集落営農法人を設立して、10
年目を迎えました。私の集落で
は、法人が農業をやめた人など
から農地を預かることで、耕作
放棄地は見られません。加えて、
計画的な農作物の栽培管理を行
い生産性を高めるとともに、新
たな雇用の場を創出しています。
今後は、安定した給料を支払う
ことで若い世代の雇用にもつな
げていきたいです。

Agri Painters
つくしんぼ

高橋　武美さん
（今町）

夢ファームたろぼう
代表理事組合長
中島　利治さん
（太郎坊町）
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都
城
の
畜
産
の
現
状

　

本
市
の
畜
産
は
、
市
全
体
の
農
業
生

産
額
の
約
８
割
を
占
め
て
い
て
、
地
域

経
済
を
支
え
る
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
畜
の
種
類
に
よ
っ
て
は

「
収
入
が
安
定
し
な
い
」「
後
継
者
が
い

な
い
」「
高
齢
の
た
め
農
業
を
や
め
た

い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
農
家
数
や
飼

養
頭
羽
数
が
減
少
し
て
い
て
、
農
家
が

経
営
を
維
持
・
継
続
し
、
生
産
性
を
高

め
る
た
め
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農
家
の
経
営
支
援

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
市
で
は
県

や
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
の
基
幹
産
業
を
守
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
飼
養
頭
数
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
の
支
援

　

経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、
優

良
な
肉
用
牛
や
乳
用
牛
、
豚
、
馬
の
品

種
の
導
入
お
よ
び
、
増
頭
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
農
家
に
対
し
、
助
成
や
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
飼
料
作
物
の
栽
培
と
利
用
の
推
進

　

こ
こ
数
年
、
輸
入
飼
料
の
価
格
は
高

止
ま
り
で
推
移
し
て
い
て
、
畜
産
農
家

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
産
飼
料
の
生
産

と
利
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
飼
料
を

生
産
す
る
組
織
や
、
収
穫
な
ど
の
作
業

を
請
け
負
う
組
織
の
育
成
に
加
え
、
そ

の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
家
畜
を
守
る
た
め

　

本
市
で
も
発
生
し
た
口
蹄
疫
や
、
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、「
家
畜
防

疫
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
畜

産
農
家
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

下
、
毎
月
10
日
・
20
日
・
30
日
を
「
都

城
地
域
一
斉
消
毒
の
日
」
と
し
て
防
疫

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
一
の
畜
産
の
ま
ち

を
目
指
し
ま
す

日
品
質
・
生
産
量
と
も
に

品
質
・
生
産
量
と
も
に

畜産農家戸数と飼養頭羽数の推移 （単位：戸、頭、羽）

年度 肉用牛
（生産）

肉用牛
（肥育） 乳用牛 豚 ブロイラー

18
2,480 162 194 192 143
26,258 23,140 8,648 353,469 7,712,000

21
2,145 156 162 184 147
25,160 21,765 7,907 398,804 7,187,000

24
1,715 172 147 132 117
23,395 26,995 7,882 401,000 7,206,000

上段：農家戸数、下段：飼養頭羽数
畜産課調べ

畜産のまち都城の現状と、５年に１度開催される全国和牛能力共進会に向けた畜産のまち都城の現状と、５年に１度開催される全国和牛能力共進会に向けた
取り組みを特集します。取り組みを特集します。
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
て

　

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
全
共
）。
こ
の
全
共
で

昨
年
、
本
県
代
表
が
複
数
の
部
門
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
に
宮
城
県
で
開

催
さ
れ
る
全
共
に
向
け
た
取
り
組
み

と
、
優
秀
な
都
城
牛
を
生
み
出
す
た
め

に
実
施
す
る
「
新
規
種し
ゅ
ゆ
う
ぎ
ゅ
う

雄
牛
」
の
早
期

選
定
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
や
農
家
、
行
政
で
構
成
す
る
和

牛
共
進
会
出
品
対
策
協
議
会
を
設
立

し
、
全
共
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
や
、

出
品
さ
れ
る
牛
の
父
親
と
な
る
種
雄
牛

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
定
期

的
に
研
修
や
実
習
を
行
い
、
関
係
者
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

全
共
出
品
に
意
欲
的
な
農
家
や
優
秀

な
繁
殖
雌
牛
を
所
有
す
る
農
家
を
巡
回

し
、
飼
養
管
理
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。

　

地
元
産
の
新
規
種
雄
牛
の
持
つ
発
育

の
特
徴
や
、
肉
質
な
ど
の
優
れ
た
遺
伝

的
能
力
を
早
期
に
確
認
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
条
件
に
あ
っ
た
種
雄
牛
の
人
工

授
精
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
元
産
種
雄
牛
の
肉
質
な
ど
の
遺
伝

的
な
評
価
に
は
、
生
ま
れ
た
子
牛
の
体

形
や
体
格
だ
け
で
は
な
く
、
出
荷
さ
れ

た
肥
育
牛
の
枝
肉
成
績
も
参
考
と
な
る

こ
と
か
ら
、
肥
育
素も
と
う
し牛

と
し
て
の
地
元

保
留
を
推
進
し
ま
す
。

　

郡
市
和
牛
共
進
会
な
ど
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
雌
子
牛
が
、
そ
の
後
も
市

内
で
飼
育
さ
れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
頃
に
選
抜
さ
れ
る
県

産
の
種
雄
牛
を
基
に
、
計
画
的
に
交
配

す
る
た
め
の
雌
牛
を
選
定
し
、
生
ま
れ

た
子
牛
の
中
か
ら
全
共
の
候
補
と
な
る

牛
を
選
抜
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
直
後
の
飼
養
管
理
が
、
牛

の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
候
補
に
選
抜
さ
れ
た
牛
の
管
理

に
つ
い
て
、き
め
細
か
に
指
導
し
ま
す
。

宮崎県畜産共進会予選会での審査の様子
（平成 25 年７月都城地域家畜市場で開催）

　現在、都城農業高校３年
生で畜産を学んでいます。
畜産は手を掛けた分だけ、
結果となって帰ってくるこ
とが魅力です。家畜のえさ
やりなどの管理も難しいで
すが、高校卒業後は、進学
してより深く畜産を学びた
いです。将来は、父親や兄
と同じ和牛生産の道に進み
たいと考えています。

　７月に開催された宮崎県
畜産共進会予選会で、候補
に選ばれました。今後、県
代表を目指して、より厳し
く管理を徹底します。現在、
私は市和牛生産部会の会長
を務めていますが、市全体
のレベルアップも視野に入
れ、都城から全共チャンピ
オン牛が生まれるよう取り
組みを強化していきます。

平成24年10月開催の全共の出場区分
出品区分 評価する内容など

1区 県などが出品する雄牛（15～ 23カ月未満）

2区 若い雌牛（14～ 17カ月未満）

3区 若い雌牛（17～ 20カ月未満）

4区 雌牛のグループ（14カ月以上）

5区 子どもを3回以上生んだ雌牛のグループ

6区 母、娘、孫娘、三世代の改良評価

7区 同じ種雄牛を父に持つ雌牛と雄牛（枝肉）のグループ

8区 将来活躍が期待される種雄牛の子どもの肉質評価

9区 現在活躍する種雄牛の子どもの肉質評価

上
かみた

田　雄
ゆう

馬
ま
さん

（山之口町富吉）
小野　籍

ふみお

雄さん
（高崎町東

つま

霧島）

都城の農業のこれまでとこれから特 集
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生産から加工、販売まで一体的に行う農林水産業の６次産業化。この取り組みは、生産から加工、販売まで一体的に行う農林水産業の６次産業化。この取り組みは、
これまで野菜など加工用原料の生産だけを担っていた農業者や林業者などの役割これまで野菜など加工用原料の生産だけを担っていた農業者や林業者などの役割
を大きく変えます。を大きく変えます。
ここでは、農業の６次産業化とは何か、またそれに取り組むメリットなどを紹介ここでは、農業の６次産業化とは何か、またそれに取り組むメリットなどを紹介
します。します。

次
産
業
化
の
推
進
で

農
林
業
の
未
来
を
切
り
開
く
！

６

農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化

　

こ
れ
ま
で
、
農
林
漁
業
者
（
１
次
産

業
）
が
生
産
し
た
農
林
水
産
物
は
、
原

材
料
と
し
て
、加
工
業
者
（
２
次
産
業
）

が
仕
入
れ
、
そ
れ
を
加
工
し
、
小
売
業

者
（
３
次
産
業
）
が
販
売
す
る
流
れ
が

一
般
的
で
し
た
。

　

６
次
産
業
化
の
考
え
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
の
事
業
者
が
共
同
で
加
工
品

を
開
発
し
た
り
、
農
林
漁
業
者
や
そ
の

他
の
産
業
の
事
業
者
が
原
材
料
の
生
産

か
ら
販
売
ま
で
一
手
に
手
掛
け
た
り
す

る
も
の
で
す
。

な
ぜ
６
次
産
業
化
な
の
か

　

現
在
、
全
国
の
農
林
水
産
業
が
盛
ん

な
地
域
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
著

し
く
進
展
し
て
い
て
、
担
い
手
の
不
足

が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

新
た
な
雇
用
と
、
十
分
な
所
得
の
確
保

が
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
の
推
進
は
、
農
家
な
ど

の
経
営
規
模
の
拡
大
や
所
得
の
向
上
と

併
せ
て
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
再
生

と
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
、
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
に
向
け
た
国
の
動
き

　

平
成
23
年
３
月
、
農
林
業
や
水
産
業

が
盛
ん
な
地
域
で
生
産
さ
れ
る
野
菜
や

肉
、
魚
な
ど
を
活
用
し
て
、
加
工
や
販

売
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
も
う
か
る

農
林
水
産
業
の
実
現
を
目
指
す
六
次
産

業
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
農
林
漁
業
者
が
生
産

か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
一
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
経
営
規
模
を
拡
大
し
た

り
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
加
工
業

者
や
販
売
業
者
な
ど
と
共
同
で
開
発
し

て
販
売
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

産
業
と
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
林
漁

業
の
振
興
が
図
ら
れ
、
食
料
自
給
率
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
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総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
制
度

　

こ
の
六
次
産
業
化
法
は
、
地
元
で
取

れ
た
農
林
水
産
物
を
地
元
で
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
地
産
地
消
法
と
併

せ
て
、
現
在
、「
六
次
産
業
化
・
地
産

地
消
法
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
新
規
事
業
を
始
め
る
場
合
の

支
援
策
と
し
て
、
総
合
化
事
業
計
画
の

認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
農
林
漁
業
者
な
ど
が

農
林
水
産
物
の
生
産
と
加
工
、
販
売
を

一
体
的
に
行
う
事
業
に
関
す
る
計
画
に

つ
い
て
国
が
認
定
す
る
も
の
で
、
平

成
25
年
６
月
末
日
現
在
、
全
国
で
１
、

４
９
６
件
、
う
ち
県
内
で
50
件
、
市
内

で
14
件
の
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
計
画
の
認
定
を
受
け
る
と
、
６

次
産
業
化
の
推
進
に
関
連
す
る
制
度
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
た
り
、
施
設
整

備
の
補
助
事
業
に
取
り
組
め
た
り
す
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

都
城
の
農
業
の
特
徴
と
６
次
産
業
化

　

平
成
18
年
の
本
市
の
農
業
産
出
額

は
、
全
国
の
市
町
村
で
２
位
、
九
州
で

は
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
、
牛
、
豚
、
鶏
に
関
し
て
は
、

全
国
１
位
を
誇
り
ま
す
。
加
え
て
、
大

規
模
経
営
の
農
業
法
人
の
増
加
に
よ

り
、
カ
ン
シ
ョ
や
里
芋
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど

が
、
特
に
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に

は
、
焼
酎
や
乳
製

品
、
み
そ
・
し
ょ

う
ゆ
な
ど
の
発

酵
・
醸
造
技
術
を

持
つ
加
工
業
者

や
、
そ
の
他
の
食

品
加
工
業
者
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
、
農
家
や

加
工
業
者
、
小
売
業
者
の
連
携
を
図
る

こ
と
で
、
農
林
畜
産
業
は
も
ち
ろ
ん
、

ひ
い
て
は
地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
の
推
進
体
制

　

今
年
４
月
に
六
次
産
業
化
推
進
事
務

局
を
設
置
。
加
え
て
７
月
に
は
、
農
林

畜
産
業
者
や
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

た
組
織
「
は
ば
た
け
都
城　

六
次
産
業

化
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
推
進
体

制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
関
係
す
る
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
意
欲
の
あ
る
農
林
畜
産
業
者

の
育
成
、農
林
畜
産
業
者
と
加
工
業
者
・

小
売
業
者
の
連
携
強
化
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
都
城
の
農
業

の
現
状
や
問
題
に
加
え
て
、
そ
れ
を

打
開
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
日
本
の
農
業
は
、
高
齢

化
や
深
刻
な
担
い
手
不
足
な
ど
の
構

造
的
な
問
題
に
加
え
、
燃
料
や
飼
料
、

資
材
な
ど
の
高
止
ま
り
、
国
内
の
農

業
市
場
の
開
放
を
要
求
す
る
世
界
的

な
圧
力
の
高
ま
り
な
ど
の
影
響
か
ら
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
生
産
の
現
場
で
は
、

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
実
に
負
け
ま

い
と
、
畑
か
ん
営
農
の
推
進
や
、
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
た
取
り
組

み
、
農
家
の
所
得
向
上
や
雇
用
の
場
の

創
出
を
目
的
と
し
た
６
次
産
業
化
の

取
り
組
み
な
ど
が
、
農
家
と
関
係
機
関

の
連
携
の
下
、
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
新
し
い
営
農
へ
の
挑

戦
や
技
術
の
練
磨
を
続
け
る
現
役
の

農
家
に
加
え
て
、
農
業
の
道
を
志
す

若
い
世
代
、
そ
し
て
、
農
業
に
魅
力

を
感
じ
、
そ
れ
ま
で
の
仕
事
を
辞
め

て
就
農
す
る
人
た
ち
も
い
て
、
都
城

の
農
業
の
明
る
く
、
そ
し
て
力
強
い

未
来
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　太陽の下で働く農業に魅力を
感じ、就農して 7 年目を迎えま
した。現在、農薬を使用しない
自然農法の実の大きなブルーベ
リーの栽培に取り組んでいます。
今後は、総合化事業計画の認定
を受け優遇措置を利用しながら、
ブルーベリー狩りが楽しめる観
光農園事業を柱に、ジャムやソ
フトクリーム、洋菓子などの加
工にも取り組みたいです。

　会社勤めを辞め、祖父が開墾
した平塚町にある果樹園を平
成 24 年に引き継ぎました。現
在、加工業者の協力を得ながら
ブルーベリー酢や、市内では珍
しいキクイモを使ったパウダー
やチップなどを開発し、販売し
ています。６次産業化には、製
品加工のアイデアも必要ですが、
加工業者など頼れるパートナー
の存在が大きいと感じています。

KIYANSE FARM 
( きやんせファーム )

大前　幸
こうすけ

祐さん
（高城町穂満坊）

松川果実園

松川　宗
むねよし

由さん
（栄町）

都
城
の
農
業
の

明
る
い
未
来
を
垣
間
見
る

都城の農業のこれまでとこれから特 集
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Ａ
Ｏ
入
試　

【
出
願
期
間
】

８
月
１
日
㈭
〜
２
月
28
日
㈮
ま
で
随
時

【
出
願
期
間
】
別
途
案
内

社
会
人
入
試

【
出
願
期
間
】

Ⅰ
期　

11
月
１
日
㈮
〜
25
日
㈪

Ⅱ
期　

３
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭

【
試
験
日
】

Ⅰ
期　

12
月
１
日
㈰

Ⅱ
期　

３
月
18
日
㈫

都
城
地
区
入
学
金
全
額
免
除
制
度

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
都

城
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部
・
学
科
を
受
験

し
合
格
し
た
場
合
、
入
学
金
全
額
25
万

円
を
免
除
し
ま
す
。

・
都
城
地
区
の
高
等
学
校
卒
業
、
ま
た

　

は
卒
業
見
込
み
の
人

・
都
城
市
の
住
民
並
び
に
住
民
の
子

●
募
集
人
員　

環
境
園
芸
学
部
環
境
園

芸
学
科
１
３
０
人
、
人
間
発
達
学
部
子

ど
も
教
育
学
科
80
人

特
待
生
推
薦
入
試

【
出
願
期
間
】
10
月
１
日
㈫
〜
11
日
㈮

【
試
験
日
】
10
月
20
日
㈰

推
薦
入
試

【
出
願
期
間
】

Ⅰ
期　

11
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮

Ⅱ
期　

12
月
９
日
㈪
〜
24
日
㈫

【
試
験
日
】

Ⅰ
期　

11
月
17
日
㈰

Ⅱ
期　

１
月
７
日
㈫

一
般
入
試

【
出
願
期
間
】

Ⅰ
期　

１
月
14
日
㈫
〜
29
日
㈬

Ⅱ
期　

３
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭

Ⅲ
期　

３
月
14
日
㈮
〜
20
日
㈭

【
試
験
日
】

Ⅰ
期　

２
月
２
日
㈰

Ⅱ
期　

３
月
18
日
㈫

Ⅲ
期　

３
月
25
日
㈫

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

【
出
願
期
間
】

Ⅰ
期　

１
月
14
日
㈫
〜
31
日
㈮

Ⅱ
期　

３
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

Ⅲ
期　

３
月
14
日
㈮
〜
24
日
㈪

※
個
別
の
学
力
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス（
立
野
町
）　　
　
　

☎
21
ー
２
１
１
１

●
募
集
人
員　

機
械
工
学
科
40
人
、
電

気
情
報
工
学
科
40
人
、
物
質
工
学
科
40

人
、
建
築
学
科
40
人

※
各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
40
㌫
程
度

は
、
推
薦
に
よ
る
選
抜

推
薦
選
抜
入
試　

【
出
願
期
間
】
１
月
６
日
㈪
〜
９
日
㈭

【
試
験
日
】
１
月
18
日
㈯

一
般
選
抜
入
試　

【
出
願
期
間
】
１
月
27
日
㈪
〜
31
日
㈮

【
試
験
日
】
２
月
16
日
㈰

●
募
集
人
員

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）
70
人

一
般
入
試

【
出
願
期
間
】

（
１
次
募
集
）
10
月
７
日
㈪
〜
31
日
㈭

（
２
次
募
集
）
１
月
６
日
㈪
〜
25
日
㈯

【
試
験
日
】

（
１
次
募
集
）
11
月
９
日
㈯

（
２
次
募
集
）
２
月
８
日
㈯

●
募
集
人
員

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）
50
人

一
般
入
試

【
出
願
期
間
】
12
月
２
日
㈪
〜
21
日
㈯

【
試
験
日
】
１
月
18
日
㈯

都
城
高
専（
吉
尾
町
）

　
　
　
　
　

 

☎
47
ー
１
１
３
４

都
城
看
護
専
門
学
校（
姫
城
町
）

　
　
　
　
　

 

☎
22
ー
０
７
１
１

ふるさとで
かなえる、将来の夢夢
住み慣れた環境だからこそ、しっかりと勉強できる。住み慣れた環境だからこそ、しっかりと勉強できる。
自宅から通える学校で、将来必要となる知識や技術を学び、夢をかなえよう！自宅から通える学校で、将来必要となる知識や技術を学び、夢をかなえよう！
高等教育機関の支援の一環として、市内・三股町内の大学、高専、専門・専修高等教育機関の支援の一環として、市内・三股町内の大学、高専、専門・専修
学校の平成学校の平成 2626 年度学生募集の概要を紹介します。年度学生募集の概要を紹介します。
詳細については、各学校まで問い合わせください。詳細については、各学校まで問い合わせください。

◎経営戦略課　☎◎経営戦略課　☎２３２３－－２１１５２１１５
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第
２
回　

11
月
18
日
㈪
〜
12
月
20
日
㈮

第
３
回　

12
月
24
日
㈫
〜
１
月
17
日
㈮

第
４
回　

１
月
20
日
㈪
〜
２
月
14
日
㈮

第
５
回　

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
14
日
㈮

第
６
回　

３
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

【
試
験
日
】

第
１
回　

11
月
16
日
㈯

第
２
回　

12
月
21
日
㈯

第
３
回　

１
月
18
日
㈯

第
４
回　

２
月
15
日
㈯

第
５
回　

３
月
15
日
㈯

第
６
回　

４
月
１
日
㈫

実
施

【
試
験
日
】

Ⅰ
期　

１
月
22
日
㈬

Ⅱ
期　

２
月
19
日
㈬

●
募
集
定
員　

助
産
学
科
10
人

推
薦
入
試

【
出
願
期
間
】
10
月
17
日
㈭
〜
28
日
㈪

【
試
験
日
】
11
月
12
日
㈫

一
般
入
試

【
出
願
期
間
】
１
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈭

【
試
験
日
】
１
月
22
日
㈬

●
募
集
人
員　

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
30
人
、

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科
20
人
、
介
護
福
祉
科
40
人

推
薦
入
試　

【
出
願
期
間
】

第
１
回　

10
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

第
２
回　

12
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

【
試
験
日
】

第
１
回　

10
月
19
日
㈯

第
２
回　

12
月
21
日
㈯

一
般
入
試　

【
出
願
期
間
】

第
１
回　

11
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

●
募
集
人
員　

看
護
学
科
80
人

特
別
選
抜
（
指
定
校
推
薦
・
一
般

推
薦
・
社
会
人
Ⅰ
期
）
入
試

【
出
願
期
間
】
10
月
17
日
㈭
〜
28
日
㈪

【
試
験
日
】
11
月
12
日
㈫

社
会
人
Ⅱ
期
入
試

【
出
願
期
間
】
２
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭

【
試
験
日
】
２
月
19
日
㈬

一
般
選
抜
入
試

【
出
願
期
間
】

Ⅰ
期　

１
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈭

Ⅱ
期　

２
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭

Ⅲ
期　

定
員
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
に

●
募
集
人
員　

歯
科
衛
生
士
科
30
人　

　
　
　
　
　
　
（
女
子
の
み
）

推
薦
入
試
（
特
待
生
選
抜
試
験
）

【
出
願
期
間
】

第
１
回　

10
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

第
２
回　

10
月
21
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈮

【
試
験
日
】

第
１
回　

10
月
19
日
㈯

第
２
回　

11
月
16
日
㈯

※
特
待
生
選
抜
試
験
の
出
願
期
間
と
試

　

験
日
は
第
１
回
試
験
と
同
じ

一
般
・
社
会
人
入
試

【
出
願
期
間
】

第
１
回　

10
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

第
２
回　

10
月
21
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈮

第
３
回　

11
月
18
日
㈪
〜
12
月
20
日
㈮

第
４
回　

12
月
24
日
㈫
〜
１
月
24
日
㈮

第
５
回　

１
月
27
日
㈪
〜
２
月
14
日
㈮

第
６
回　

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
14
日
㈮

第
７
回　

３
月
17
日
㈪
〜
28
日
㈮

【
試
験
日
】

第
１
回　

10
月
19
日
㈯

第
２
回　

11
月
16
日
㈯

第
３
回　

12
月
21
日
㈯

第
４
回　

１
月
25
日
㈯

第
５
回　

２
月
15
日
㈯

第
６
回　

３
月
15
日
㈯

第
７
回　

３
月
29
日
㈯

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ（
吉
尾
町
）　　
　
　
　
　
　
　

☎
38
ー
４
８
１
１

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属
医
療
専
門
学
校（
三
股
町
長
田
）

●
看
護
学
科　

☎
52
ー
６
９
２
１　

●
助
産
学
科　

☎
51
ー
１
６
２
１

●
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科
40
人

※
一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
以
上
を
選

抜
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員

の
30
㌫
以
内
を
選
抜

推
薦
・
社
会
人
入
試　
　
　

【
出
願
期
間
】
10
月
21
日
㈪
〜
11
月
18

日
㈪　

※
10
時
必
着

【
試
験
日
】
11
月
28
日
㈭

一
般
入
試

【
出
願
期
間
】
12
月
16
日
㈪
〜
１
月
20

日
㈪　

※
10
時
必
着

【
試
験
日
】

（
一
次
試
験
）
１
月
23
日
㈭

（
二
次
試
験
）
２
月
７
日
㈮

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み

●
募
集
人
員

調
理
師
科
（
昼
間
部
80
人　

夜
間
部
５

人
）

推
薦
・
一
般
入
試

【
出
願
期
間
】

10
月
１
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈰

※
試
験
日
は
願
書
提
出
後
、
本
校
指
定

日
に
面
接
・
書
類
審
査

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）　 

☎
22
ー
４
６
２
６

都
城
病
院
附
属
看
護
学
校

（
祝
吉
町
）　 

☎
22
ー
３
６
９
０

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）　

 

☎
38
ー
４
８
１
２

●都城市・三股町内の大学、高専、専門・専修学校の学生募集
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高
齢
化
が
進
む
な
か
、
食
生
活
の
偏
り
や
運
動
不
足
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病

は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
頑
張
ろ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
難
し

い
の
が
健
康
づ
く
り
で
す
。

今
回
は
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
と
「
み
や
こ
ん
じ
ょ

健
康
づ
く
り
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23
ー
２
７
６
５

食
生
活
改
善
推
進
員

私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で 

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手
で
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

市
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
現
在
市
内
15
地

区
で
２
２
６
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
塩
分
控
え
め
で
お
い
し
く
食
べ
る
に

は
？
」「
歳
を
と
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な

食
事
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」
な
ど
自
分

で
食
生
活
を
改
善
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
人
た
ち
を
手
助
け
す
る
た
め
、
主
に

自
治
公
民
館
な
ど
で
料
理
講
習
会
を
開

地
域
で
支
え
る
健
康
づ
く
り

催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で

き
る
よ
う
に

小
学
生
な
ど

を
対
象
と
し

た
お
や
こ
料

理
教
室
も
開

催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
に
お
い
て
、
食
生
活
の

改
善
と
と
も
に
最
も
身
近
な
方
法
が
、

適
度
な
運
動
で
す
。
み
や
こ
ん
じ
ょ
健

康
づ
く
り
会
で
は
、「
み
ん
な
で
楽
し

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
約
５
０
０
人
の

皆
さ
ん
が
、各
地
区
公
民
館
を
拠
点
に
、

月
に
一
回
程
度
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
健
康
体
操
、
郷
土
料
理
作
り
、
手
芸
・

寄
せ
植
え
な
ど
を
計
画
し
、
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

笑
い
が
絶
え
な
い
定
例
会
、
実
は
重
要

な
健
康
づ
く
り
や
認
知
症
予
防
に
！

　

健
康
づ
く
り
会
の
定
例
会
で
は
、
い

つ
も
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。笑
い
に
は
、

免
疫
力
を
高
め
る
身
体
的
効
果
や
ス
ト

レ
ス
を
解
消
さ
せ
る
精
神
的
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
す
る
だ
け
で
も
、「
自

分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
」「
当
日
の

準
備
」「
会
場
ま
で
の
移
動
」「
他
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の
活

動
」
な
ど
、
自
宅
に
い
る
時
と
は
、
脳

や
体
の
使
い
方
が
違
う
の
で
、
認
知
症

予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

会
の
運
営
に
も
携
わ
れ
ば
、
社
会
的
な

役
割
や
や
り
が
い
も
生
ま
れ
、
よ
り
一

層
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く

り
会
で
は
、

若
い
世
代

や
、
男
性
の

参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一

緒
に
健
康
づ

く
り
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

「人との出会いを大切に」
食生活改善推進員活動が
私の健康づくり

健康づくりで、
家庭や地域に良い循環を

都城市
食生活改善推進員
連絡協議会
会長
別所　ツギ子さん

横市地区
健康づくり会　
会長

六
ろくぶいち

部一　幸
さちこ

子さん

　おいしく、バランスの取れた食事
は健康の基本です。私たち食生活改
善推進員は、各地区で料理講習会を
開催し、地域の皆さんの食生活の改
善をお手伝いしています。
　最近では、高齢者クラブからの依
頼や男性の参加も増えてきていま
す。講習会を通して、推進員はもと
より地域の皆さんとの交流が一層深
まり、参加者全員が心も身体も元気
になる機会になってほしいと思って
います。講習会の案内を目にした時
は、気軽に参加してみてください。

　横市地区健康づくり会では、月
に１回地区体育館などでゲームを
交えた健康体操などを行っていま
す。来た時はさほど元気がなくて
も、帰る時は曲がっていた腰が伸
びて、表情が明るくなっている姿
を見ると嬉しくなります。
　高齢の親が元気でいると、子ど
も、孫まで元気になり、家族全体
が明るくなり、ひいては、地域ま
で明るく元気になっていく良い循
環が生まれるのではと考えていま
す。
　ぜひ一度、遊びに来てください。

102013.8



定
期
検
診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　

本
市
で
は
、
20
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
子
宮
が
ん
、
40
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肺
が
ん
検
診
（
65
歳
以
上
の
人
は
、
肺

が
ん
検
診
と
同
時
に
結
核
検
診
も
実

施
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
の
受
診
率
は
、
国
や
県
と
比
べ
、
低

い
の
が
現
状
で
す
。
が
ん
予
防
に
は
、

検
診
や
食
事
、
休
息
、
適
度
な
運
動
が

効
果
的
で
す
。
特
に
定
期
的
な
検
診
は

早
期
発
見
、早
期
治
療
が
可
能
と
な
り
、

助
か
る
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、が
ん
の
発
見
が
遅
れ
た
場
合
、

そ
の
医
療
費
は
早
期
発
見
の
場
合
と
比

較
す
る
と
高
額
な
も
の
と
な
り
、
家
計

を
圧
迫
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
命

を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
症
状

が
な
く
て
も
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

死
亡
率
原
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん

　

国
内
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
死
亡
者
数
の

３
人
に
１
人
が
、
が
ん
が
原
因
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
が
ん
が

原
因
で
亡
く
な
っ
た
人
が
全
体
の
26
㌫

（
23
年
度
）
と
、
最
も
多
く
を
占
め
て

い
て
、
特
に
男
性
は
肺
が
ん
、
女
性
は

乳
が
ん
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
増

加
の
理
由
と
し
て
は
、
脂
肪
の
多
い
食

品
の
摂
取
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

喫
煙
習
慣
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

が
ん
は
、症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
し
、

症
状
が
現
れ
た
と
き
は
、
す
で
に
手
遅

れ
な
状
態
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

案
内
は
が
き
な
ど
で
確
認
く
だ
さ
い

　

本
市
で
は
、
各
家
庭
に
各
種
が
ん
検

診
案
内
や
、各
個
人
宛
に
案
内
は
が
き
、

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付（
対
象
者
は
、

左
記
が
ん
検
診
一
覧
を
参
照
）
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
人
や
生
活
保
護

世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
も
無

料
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

健
康
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

トマト　500g　玉ネギ　50g
焼きのり　２枚（手でちぎる）
　　 砂糖　小さじ２　薄口しょうゆ　大さじ１
　　 酢　大さじ１1/2　みりん　大さじ１

①トマトは湯むきして、へたと種を取り除き大き
　めの角切りにする
②玉ねぎはみじん切りにして水にさらす
③①と②、Ａを混ぜ合わせ食べる前にのりと和える

平成25年度　がん検診一覧
胃がん

（バリウム検査）
対 40歳以上
負 集団検診　　　1,100 円
　 個別検診　　   3,000円

子宮がん
※２年に１回

対 20歳以上
　（偶数年生まれ）
負 集団検診
　・頸部のみ　  　 900 円
　 個別検診
　・頸部のみ　　 1,800 円
　・頸部＋体部     2,500 円
※前年度 20・25・30・35・40
歳になった人は無料で受
診できます。受診すると
きは、事前に郵送してあ
る無料クーポン券を利用
して受診ください

乳がん
※２年に１回

対 40歳以上
　（偶数年生まれ）
負 集団検診
　・マンモ＋超音波
　　　　　　　　　　2,000円
　 個別検診
　・マンモ＋視触診
　　　　　　　　　　1,500円
※前年度 40・45・50・55・60
歳になった人は無料で受
診できます。受診すると
きは、事前に郵送してあ
る無料クーポン券を利用
して受診ください

大腸がん
（便潜血検査）

対 40歳以上
負 集団検診　　  　500 円
　（総合支所管内のみ）
　 個別検診　　  1,100円
※ 40歳から５歳刻みで大
腸がん検診を無料で受
診できます。対象者に
は、10 月末までにクー
ポン券を送付予定です

肺がん 対 40歳以上
負 集団検診　　       無料

●受診期間
　検診車よる集団検診は指定日、個
別検診は６月～平成 26 年２月まで
に指定医療機関で受診してくださ
い。なお、大腸がん検診は２月 22
日までに受診してください。
※胃がん、子宮がん、乳がんの集団
検診受診希望者は、健康課に申
し込みください

対 =対象者、負 =負担金、
マンモ=マンモグラフィ

夏野菜には抗酸化作用のあるビタミンA・C・Eが豊富に含まれ
ています。夏野菜を食べて手軽にがん予防を始めてみませんか。

トマトと
のりのサラダ 材　

料

作
り
方

Ａ

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23
ー
２
７
６
５

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
の
活
用

　

ふ
る
さ
と
都
城
を
離
れ
、
遠
方
で
暮

ら
す
人
の「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」

「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う

思
い
を
寄
付
と
い
う
形
で
実
現
で
き
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」。

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い

と
い
う
人
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、

①
ふ
る
さ
と
子
ど
も
支
援
、
②
ふ
る
さ

と
ま
ち
づ
く
り
支
援
、
③
ふ
る
さ
と
環

境
支
援
、
④
ふ
る
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
支
援
、⑤
ふ
る
さ
と
長
寿
支
援
、

⑥
ふ
る
さ
と
特
別
支
援（
口
蹄
疫
対
策
・

災
害
対
策
な
ど
）
の
６
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

る
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、総
額
２
５
６
万
８

０
０
０
円
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
団

　

市
で
は
、
寄
付
し
た
人
を
都
城
市
ふ

る
さ
と
納
税
応
援
団
の
団
員
と
し
て
登

録
し
、
寄
付
の
状
況
や
寄
付
を
活
用
し

て
行
っ
た
事
業
を
毎
年
報
告
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
年
度
の
寄
付
者
を
対
象

に
、
地
元
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た

「
都
城
ふ
る
さ
と
セ
ッ
ト
」
が
当
た
る

抽
選
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
遠
方
で
暮
ら
す
家
族
や

友
人
な
ど
に
、
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税

応
援
団
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
控
除
に
つ
い
て

　

２
、０
０
０
円
以
上
の
寄
付
を
し
た

人
は
、
申
告
に
よ
り
税
控
除
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
自
治
体
へ
寄
付
を
し
た
場
合
、
寄

付
を
し
た
金
額
の
う
ち
２
、０
０
０
円

を
超
え
る
額
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税

所
得
割
額
の
お
お
む
ね
１
割
を
上
限
と

し
て
、
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
合
わ
せ

て
控
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法
は
？

　
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
申
出

書
」（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ

ク
ス
、
郵
送
（
〒
885
ー
８
５
５
５
）
ま

た
は
メ
ー
ル
で
経
営
戦
略
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
入
金
方
法
は
納
付
書
に

よ
る
納
付
、
ま
た
は
口
座
振
込
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が

で
き
な
い
人
へ
は
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
申
出
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎問い合わせ　経営戦略課　◎問い合わせ　経営戦略課　
　☎23－ 2115　FAX23－ 2006　☎ 23－ 2115　FAX23－ 2006

ふるさと応援寄付の

活用状況（平成 24年度）
平成 23 年度に頂いた寄付金を活用

読書活動推進のため、小学校 37 校に
学校図書館サポーターを派遣しまし
た。

ふるさと子ども支援

市内 11 地区のまちづくり協議会の活
動費を助成しました。

ふるさとまちづくり支援

スポーツランド都城を推進するため、
プロサッカーチームのキャンプ誘致や
大学などのスポーツ合宿への補助を行
いました。

ふるさとスポーツ・文化振興支援

災害情報の伝達を行うため、防災行政
無線戸別受信機を設置しました。

ふるさと特別支援（災害対策）

「ふるさと納税制度で」「ふるさと納税制度で」

都城都城をを応援応援くださいください

、
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専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
を
７
つ
の
圏
域
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
社
会

福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
ほ

か
、
昨
年
度
か
ら
介
護
予
防
事
業
担
当

職
員
を
配
置
し
て
、
高
齢
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ

が
専
門
の
分

野
の
仕
事
だ

け
を
行
う
の

で
は
な
く
、

互
い
に
連
携

を
取
り
な
が

ら「
チ
ー
ム
」

と
し
て
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
総
合

的
に
支
え
て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護
や
福
祉
、
健
康
、

医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23
ー
３
１
８
４

あ
な
た
の
身
近
な

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い
！

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
は
も
と

よ
り
、
そ
の
家
族
や
近
所
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
介
護
や
福
祉
、
健
康
、
医
療
に
関

す
る
相
談
を
は
じ
め
、
相
談
内
容
に

合
っ
た
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
可
能
な
制
度
の

活
用
を
支
援
し
、
問
題
の
解
決
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
把
握
や
見
守
り
の
た
め
に
地

域
内
を
巡
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
た
と
き

は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
を
推
進
し
て
い
ま
す

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
「
集
い

の
場
」
へ
出
向
い
て
、
血
圧
測
定
や
健

康
体
操
、
脳
ト
レ
な
ど
を
行
い
、
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気

で
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

【
姫
城
・
中
郷
地
区
】

公
民
館
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
健
康

教
室
で
血
圧
測
定
や
体
操
を
実
施

【
妻
ケ
丘
・
小
松
原
地
区
】

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
定
例
会
で
血
圧

測
定
や
脳
ト
レ
の
実
施
。
お
茶
会
を
開

催
し
、
集
い
の
場
を
提
供

【
祝
吉
・
沖
水
地
区
】

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
定
例
会
で
血
圧

測
定
や
脳
ト
レ
・
体
操
を
実
施

【
五
十
市
・
横
市
地
区
】

社
協
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、

血
圧
測
定
や
健
康
教
室
を
実
施　

【
志
和
池
・
庄
内
・
西
岳
地
区
】

地
区
社
協
と
協
力
し
て
定
期
的
に
健
康

相
談
の
開
催
や
集
い
の
場
を
提
供

【
山
之
口
・
高
城
地
区
】

希
望
の
あ
っ
た
団
体
に
対
し
て
、
血
圧

測
定
や
健
康
教
室
を
実
施

【
山
田
・
高
崎
地
区
】

社
協
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、

血
圧
測
定
や
健
康
教
室
を
実
施

ご
利
用
く
だ
さ
い

市内の
地域包括
支援センター
※桜の花をモチーフに作成されたシンボルマー
ク。合併した５市町が一つのまちとして花開
くことを願ってデザインされました。

地域包括支援センターの
業務実績（平成24年度）

姫城・中郷地区地域包括支援センター
上町17街区20号  ☎26ｰ8339
妻ケ丘・小松原地区地域包括支援センター
平江町2街区13号  ☎23ｰ9712
五十市・横市地区地域包括支援センター
久保原町10街区20号  ☎57ｰ6767
祝吉・沖水地区地域包括支援センター
祝吉町5055番地5　ミラ・クレイン102号
☎26ｰ4212
志和池・庄内・西岳地区地域包括支援センター
庄内町8160番地3  ☎45ｰ4180
山之口・高城地区地域包括支援センター
山之口町花木2005番地（山之口総合支所内)
☎29ｰ1682
山田・高崎地区地域包括支援センター
高崎町大牟田1150番地1（高崎総合支所内）
☎45ｰ8411
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上
長
飯
霊
地
公
園
の
特
徴

●
全
管
理
型
施
設

　

周
囲
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
、
出
入
り

口
を
制
限
。
門
扉
の
開
閉
時
間
を
定
め

る
こ
と
で
、
墓
石
へ
の
い
た
ず
ら
や
置

き
引
き
な
ど
の
犯
罪
を
防
ぎ
ま
す
。

●
人
に
優
し
い
施
設

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
利
用
に
配
慮

し
て
、
駐
車
場
か
ら
墓
地
区
画
ま
で
段

差
の
な
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
の
ト
イ
レ
は
、
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
や
車
い
す
の
人
も
利
用
が
可
能

で
す
。

●
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

　

施
設
内
の
駐
車
場
や
雨
水
側
溝
は
浸

透
性
の
あ
る
材
質
で
で
き
た
も
の
を
使

用
し
て
い
て
、
地
下
水
保
全
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

上
長
飯
霊
地
公
園
墓
地
の
利
用
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
順
で

区
画
が
選
べ
ま
す
の
で
、
希
望
の
区
画

が
あ
る
人
は
、
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
空
き
区
画
は
、
環
境
政
策
課
窓

口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
２
１
３
０

●
公
園
を
併
設

　

市
内
の
墓
地

霊
園
と
し
て
初

め
て
公
園
を
併

設
。
遊
具
の
ほ

か
、
利
用
者

の
休
憩
場
所
も

設
置
し
て
い
ま

す
。

●
特
別
区
画
を
設
け
ま
し
た

　

本
年
度
よ
り
特
別
区
画
と
し
て
通
常

の
２
倍
、
３
倍
、
４
倍
の
広
さ
の
区
画

を
期
間
限
定
（
平
成
29
年
度
ま
で
）
で

設
け
ま
し
た
。
な
お
、
期
間
内
に
お
い

て
も
区
画
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
の
で
、早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

本
年
度
よ
り
専
用
の
ご
み
捨
て
場
を

設
置
し
ま
し
た
。

市
営
墓
地
を
利
用
中
の
皆
さ
ん
へ

●
墓
地
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

年
数
が
か
な
り
経
過
し
た
墓
地
は
、

境
界
の
基
礎
部
分
の
修
繕
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
墓
地
で

は
、
隣
接
墓
地
の
工
事
が
行
わ
れ
る
と

き
に
急
き
ょ
修
繕
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
対
応
し
な
い
と

自
分
の
墓
碑
が
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
ま
た
、
工
事
の
支
障
に
も
な
り
ま

す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、墓
地
内
の
通
路
に
つ
い
て
は
、

墓
石
業
者
が
市
の
工
事
許
可
を
受
け
て

駐
車
し
て
作
業
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

●
墓
地
の
建
立
は
３
年
以
内

　

使
用
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
墓
碑
な
ど
を
建
立
し
て
い
な
い
人

は
、
速
や
か
に
建
立
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

お
盆
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、

車
で
の
墓
参
り
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
、
車

で
東
・
西
墓
地
に

墓
参
り
す
る
人
は
、

周
辺
道
路
の
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
警
備
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
要
な
提
灯
は
、
指
定

さ
れ
た
廃
棄
用
の
か
ご
へ
捨
て
て

く
だ
さ
い
。

●
北
墓
地
の
臨
時
駐
車
場
・
利
用
時
間

【
食
肉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
】

　

８
月
13
日
㈫　

５
時
〜
20
時

【
イ
シ
ハ
ラ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
駐
車
場
】

　

８
月
15
日
㈭　

13
時
30
分
〜
20
時

上長飯霊地公園
利用条件

次の３つの条件を全て満たす人
①市内に居住している人
②使用料と管理料を一括納入で
　きる人
　使用料　80,000 円／㎡
　管理料　15,000 円（５年分）
※５年経過後は、５年ごとに　
　15,000 円
③墓碑などを３年以内に建立で
　きる人

施設の概要
●所在地　上長飯町 283 番
●総区画数　1,310 区画
●区画面積　１区画　５㎡
　（一部 10㎡、15㎡、20㎡の特別区画有）
●駐車場　57 台

開放時間
●３月～９月　　６時～ 18 時
●10月～２月　　７時～ 17 時
※お盆とお彼岸は開放時間を
　延長します

お
盆
の
市
営
墓
地
の
墓
参
り

上
長
飯
霊
地
公
園
の

上
長
飯
霊
地
公
園
の

墓
地
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

墓
地
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
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合
併
処
理
浄
化
槽
の
役
割

　

家
庭
か
ら
の
排
水
は
、
下
水
道
な
ど

の
施
設
で
き
れ
い
に
な
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
手
段
を
利
用
で
き
な
い
地
域
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
地
域
の
汚
水

処
理
方
法
が
合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
や
台

所
、
風
呂
な
ど
の
排
水
を
適
正
に
処
理

し
て
、
河
川
の
汚
れ
を
防
止
し
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
で
、

悪
臭
が
無
く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生

を
抑
え
、
生
活
環
境
を
改
善
し
ま
す
。

限
り
あ
る
水
資
源
を
守
る
た
め

限
り
あ
る
水
資
源
を
守
る
た
め

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

水
環
境
の
保
全
を
考
え
る
上
で
、
未
処
理
の
ま
ま
河
川
に
流
さ
れ
る
生
活
排

水
環
境
の
保
全
を
考
え
る
上
で
、
未
処
理
の
ま
ま
河
川
に
流
さ
れ
る
生
活
排

水
は
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
。
河
川
の
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
の

水
は
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
。
河
川
の
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
の

家
庭
か
ら
の
排
水
を
き
れ
い
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
か
ら
の
排
水
を
き
れ
い
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
の
ほ
か
に
、

そ
の
た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
の
ほ
か
に
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
役
割
や
補
助
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

の
役
割
や
補
助
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

☎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

☎
2323
ー
５
９
２
１

ー
５
９
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
に
は

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理

区
域
外
の
地
域
に
、
住
宅
を
新
築
し
た

り
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理

浄
化
槽
を
改
築
し
た
り
し
て
、
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
工
事

着
工
前
に
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
設
置

費
用
の
一
部
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
申
請
額
の
総
額
が
予

算
額
を
超
え
た
場
合
は
、
補
助
金
を
交

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

●
補
助
の
対
象

　

個
人
住
宅
や
店
舗
併
用
住
宅
（
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
居
住
用
に

使
用
さ
れ
る
建
物
）
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
建
て
売
り
住
宅
や
別
荘
、共
同
住
宅
、

　

寄
宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

●
補
助
の
要
件

● 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

● 

県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習

  

を
受
講
し
て
い
る
こ
と

● 

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理

  

区
域
外
で
あ
る
こ
と

● 

５
〜
10
人
槽
で
あ
る
こ
と

●
補
助
金
額

【
く
み
取
り
式
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
の
改
築
の
場
合
】

● 

５
人
槽　
　
　

33
万
２
、０
０
０
円

● 

６
〜
７
人
槽　

41
万
４
、０
０
０
円

● 

８
〜
10
人
槽　

54
万
８
、０
０
０
円

【
新
築
の
場
合
】　

一
律　

11
万
円

●
設
置
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

工
事
は
、
県
浄
化
槽
工
事
登
録
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
業
者
以
外
で
工
事
を
行

う
と
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　合併処理浄化槽は、維持管理を適切に行わないと、
放流水の水質が悪化したり、悪臭が発生したりしてし
まうことになり、逆に生活環境を悪くする原因となっ
てしまいます。本来の機能を十分に発揮するため、次
の３つの維持管理を適正に行いましょう。

保守点検
　常に汚水が正しく処理されるよう、微生物の管理や
機器の点検・調整などを行います。県知事の登録を受
けた保守点検業者と契約してください。

清　　掃
　年に一回、浄化槽内にたまった汚泥の取り除きや機
器の洗浄を行います。市の許可を受けた㈱都城北諸地
区清掃公社（☎38－0234）へ依頼してください。

法定検査
　保守点検や清掃が適正に行われているか検査しま
す。設置後３～８カ月の間に、指定検査機関の水質検
査を受け、その後、年一回の定期検査が義務付けられ
ています。県知事の指定を受けた検査機関である宮崎県
環境科学協会（☎ 0985－51－4331）へ依頼してください。

合併処理浄化槽は
適正な維持管理が大切！
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City of Miyakonojo Topics
手
作
り
の
味
に
舌
鼓

親
子
で
郷
土
料
理
講
習
会

親
子
で
郷
土
料
理
講
習
会
が
６
月
16

日
、都
城
島
津
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

家
庭
の
日
に
ち
な
ん
で
、
第
３
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
た
よ
も
ぎ
大
福
作
り
に
親

子
10
組
が
参
加
。
子
ど
も
ら
は
、
よ
も

ぎ
を
混
ぜ
た
生
地
を
広
げ
、
あ
ん
こ
を

包
み
き
れ
い
な
形
に
丸
め
て
い
ま
し

た
。
大
福
が
出
来
上
が
る
と
、
参
加
者

ら
は
、
お
茶
の
歴
史
や
お
い
し
い
入
れ

方
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
大
福
と
新
茶

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
浦
上
麗れ

み海
さ

ん
（
６
歳
・
蓑
原
町
）
は
「
甘
い
あ
ん

こ
の
大
福
が
大
好
き
。
大
福
も
上
手
に

丸
め
ら
れ
た
」
と
出
来
栄
え
に
満
足
し

て
い
ま
し
た
。

ニ
ジ
マ
ス
捕
っ
た
ど
！

ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
捕
り

自
然
豊
か
な
関
之
尾
公
園
緑
の
村
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
６
月

22
日
、
同
公
園
内
の
プ
ー
ル
で
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
捕
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童

ら
１
０
０
人
が
参
加
。
子
ど
も
ら
は
、

歓
声
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
、
プ
ー
ル

に
放
た
れ
た
約
３
０
０
匹
の
ニ
ジ
マ
ス

を
プ
ー
ル
の
隅
に
追
い
や
っ
た
り
、
勢

い
よ
く
飛
び
込
ん
だ
り
し
て
捕
ま
え
て

い
ま
し
た
。
田
中
優
大
く
ん
（
庄
内
小

４
年
）
は
「
ニ
ジ
マ
ス
は
ぬ
る
ぬ
る
し

て
い
た
け
ど
、
両
手
を
使
っ
て
う
ま
く

捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
ニ
ジ
マ

ス
を
手
に
笑
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

野
草
が
食
材
に
大
変
身
？

夏
の
園
芸
教
室

野
草
に
つ
い
て
学
ぶ
夏
の
園
芸
教
室

が
６
月
23
日
、
緑
の
相
談
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
19
人
が
参
加
。

参
加
者
ら
は
、
身
近
に
あ
る
野
草
が
薬

に
な
る
こ
と
や
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
こ

と
な
ど
、
講
師
の
説
明
を
熱
心
に
メ
モ

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
土
を
使
わ
ず

水
を
使
っ
て
ト
マ
ト
な
ど
を
育
て
る
水

耕
栽
培
を
見
学
し
た
後
、
家
庭
で
も
簡

単
に
栽
培
す
る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。坂
元
ト
キ
エ
さ
ん（
上
東
町
）は「
食

べ
ら
れ
る
野
草
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

に
驚
い
た
。
散
歩
の
時
は
、
も
っ
と
回

り
に
注
意
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
」
と
野

草
の
魅
力
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
音
色
に
心
和
む

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
２
０
１
３

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
６

月
22
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
１
０
０
万
人
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
の
一
環
で
始

ま
っ
た
同
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
家
族
連

れ
ら
が
来
場
。
会
場
内
は
、
約
２
０
０

個
の
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
り
で
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場

者
ら
は
、
併
せ
て
行
わ
れ
た
ハ
ー
プ
と

声
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
吉
廣
光
子
さ
ん
（
末
吉
町
）

は
「
さ
わ
や
か
な
音
色
に
心
が
洗
わ
れ

た
。
夢
だ
っ
た
ハ
ー
プ
に
も
触
れ
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。」と
コ
ン
サ
ー

ト
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
ら
と
ト
ス
リ
レ
ー

全
日
本
女
子
バ
レ
ー・バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

６
月
30
日
、
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
が
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
憧
れ
の
選
手
ら
の

指
導
が
受
け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
会
場

は
参
加
者
に
加
え
、
熱
烈
な
フ
ァ
ン
で

ほ
ぼ
満
席
。
参
加
し
た
小
学
生
１
５
０

人
は
、
選
手
た
ち
か
ら
ト
ス
や
体
全
体

を
使
っ
た
ア
タ
ッ
ク
の
方
法
な
ど
、
実

際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま

し
た
。
内う

ち
た
て
わ

立
輪
な
づ
な
さ
ん
（
有
水
小

６
年
）
は
「
教
わ
っ
た
ト
ス
や
ア
タ
ッ

ク
を
試
合
に
生
か
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
街
が
元
気
に

七
夕
ま
つ
り「
織
り
姫
展
」

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館
で
７
月

４
日
か
ら
７
日
ま
で
、「
織
り
姫
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
七
夕
の
日
は
、

女
子
の
裁
縫
や
手
芸
な
ど
の
上
達
を
願

う
行
事
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
個
人
や
団
体
60
組
が
手
作
り
の
小

物
や
手
芸
品
な
ど
約
３
、０
０
０
点
を

展
示
。
来
館
者
ら
は
、
趣
向
を
凝
ら
し

て
飾
ら
れ
た
作
品
を
手
に
取
っ
た
り
、

買
い
求
め
た
り
し
て
催
し
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
清
川
浩ひ

ろ
え江

さ
ん
（
高
城
町

穂
満
坊
）
は
「
趣
の
あ
る
館
内
で
開
催

さ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
年
々
に
ぎ

や
か
に
な
り
、
街
も
元
気
に
な
り
ま
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夢
は
消
防
士

山
之
口
消
防
フ
ェ
ス
タ

山
之
口
総
合
支
所
で
７
月
７
日
、
山

之
口
消
防
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。消
防
活
動
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、

消
防
車
両
や
器
材
な
ど
を
展
示
・
開
放

す
る
初
の
試
み
。
当
日
は
、
地
元
消
防

団
員
の
隊
列
を
つ
く
る
動
作
の
披
露
の

後
、
放
水
や
消
火
器
使
用
の
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
ら
は
、
消

火
活
動
を
体
験
し
た
り
、
消
防
車
両
な

ど
に
乗
っ
て
記
念
撮
影
し
た
り
し
て
、

消
防
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

消
防
車
両
に
体
験
搭
乗
し
た
上
西
颯は
や
と人

く
ん（
富
吉
小
２
年
）は「
大
き
く
な
っ

た
ら
、
消
防
士
に
な
り
た
い
」
と
夢
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

味
わ
い
深
い
手
作
り
雑
貨
が
大
集
合

ぴ
あ
＊
ぴ
あ
マ
ー
ケ
ッ
ト

ハ
ン
ド
メ
ー
ド
や
雑
貨
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
食
べ
物
を
テ
ー
マ
に
展

示
即
売
す
る
ぴ
あ
＊
ぴ
あ
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
７
月
７
日
、
都
城
圏
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
手

工
芸
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
市
内
外
の
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
作
家
ら

が
開
催
。
会
場
内
に
は
、
１
０
６
の

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

約
１
万
１
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
柳
田
直
子
さ
ん
（
鹿
児

島
市
）
は
「
同
種
の
イ
ベ
ン
ト
で
こ
ん

な
に
大
規
模
な
も
の
は
初
め
て
。
珍
し

い
作
品
も
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

C JBVC
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Smiling  Faces  of  Miyakonojo

知
的
発
達
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
（
Ｓ
Ｏ
）
冬
季
世
界
大
会
で
、

初
出
場
な
が
ら
銅
メ
ダ
ル
２
個
を
獲
得

し
た
の
が
、
橋
口
美
智
代
さ
ん
（
丸
谷

町
・
30
歳
）
で
す
。

　

平
成
17
年
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
五

輪
冬
季
世
界
大
会
に
、
聖
火
リ
レ
ー
に

あ
た
る
「
宮
崎
５
０
０
万
人
ト
ー
チ
ラ

ン
」で
Ｓ
Ｏ
に
初
参
加
し
た
橋
口
さ
ん
。

そ
の
時
の
目
標
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
、
韓
国

で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
に
出
場
し
、
そ

の
夢
を
か
な
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
見

事
に
銅
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

橋
口
さ
ん
が
出
場
し
た
「
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
は
、
か
ん
じ
き
に
似

た
履
物
（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
）
を
装
着
し

て
、
雪
上
を
走
る
競
技
。
個
人
１
０
０

㍍
走
と
団
体
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
、
そ
れ

ぞ
れ
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
や
各
国
の
参
加
選
手
と
２

週
間
ほ
ど
生
活
を
共
に
し
、
親
睦
も
深

め
ま
し
た
。「
初
め
て
の
海
外
で
不
安

が
大
き
か
っ
た
け
ど
、
ス
タ
ッ
フ
や
選

手
と
の
交
流
で
楽
し
く
過
ご
せ
た
」
と

話
す
橋
口
さ
ん
。
海
外
の
選
手
と
記
念

バ
ッ
ジ
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど
を
交
換

し
、
今
で
も
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
交
流

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

橋
口
さ
ん
が
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン

グ
に
出
会
っ
て
６
年
。
雪
の
降
ら
な
い

都
城
で
の
練
習
は
難
し
く
、
普
段
は
自

宅
周
辺
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
家
族
と
走

り
、
体
力
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

　

橋
口
さ
ん
の
両
親
も
「
競
技
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
娘
の
可

能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
、
一
緒
に
環

境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
、

協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　

次
の
目
標
は
、「
平
成
27
年
に
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
る
、
Ｓ
Ｏ
夏
季

世
界
大
会
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
で
出
場

し
、
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
」
と
話
す

橋
口
さ
ん
。
現
在
は
、
市
内
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
で
練
習
を
重
ね
、
新
た
な
夢
に

向
か
っ
て
日
々
、ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

2013年スペシャルオリンピックス
冬季世界大会・ピョンチャン（韓国）
スノーシューイングで銅メダル獲得

新たな夢への挑戦！

橋口　美智代 さん
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●材料（４人分）
　カボチャ…200g　ジャガ芋…200g　ニンジン…40g
　玉ネギ…50g
　だし汁…500cc　牛乳…100cc　コンソメの素…１個
　みそ…15g　塩…小さじ1/5　パセリ…少々
●下準備
　カボチャ、ジャガ芋、ニンジン、玉ネギ…皮をむいて薄切
　りにし、ひたひたのだし汁で軟らかくなるまで煮る
●作り方
①軟らかく煮た野菜と残りのだし汁をミキサーにかける
②①を鍋に戻し、火にかけ煮立たせる　　　　　　　　
※鍋に戻す時は、ミキサーの内側もきれいに取る
③鍋にコンソメの素とみそを入れ、塩で味を整え牛乳を
　加えて弱火で煮る
④皿につぎ、パセリのみじん切りを散らす。好みで分　
　量外の牛乳を垂らす

カボチャは、ビタミンＡやＣ、
Ｅなどを多く含む緑黄色野

菜です。中でも、ビタミンＣ、Ｅ
は老化や生活習慣病の予防に効果
があります。

※ 1人分 124kcal、塩分 1.4gカボチャスープ

カボチャを丸ごと保存するときは、風通
しのよい涼しい場所で常温保存します。
また、切ったものは、わたを取りラップ
をして野菜室で保存しましょう。

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

冷蔵庫で保存できるので、一度にたくさん作っ
て、暑い日などには冷やして食べるのもお薦
めです。

道
の
駅
都
城

道
の
駅
都
城

は
、
国
道
10
号
沿

い
、
都
城
IC
か
ら

市
内
に
向
か
っ
て

２
㌔
付
近
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

駅
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
地
元

の
農
畜
産
品
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
が
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
同
敷
地

内
の
「
技
の
見
学
館
」
で
は
、
都
城
大

弓
な
ど
地
元
特
産
品
が
展
示
さ
れ
、
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
を
用
い
て
詳
し
く
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
開
館
時
間　

９
時
30
分
〜
18
時

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
38
ー
５
１
２
５

道
の
駅
山
之
口

道
の
駅
山
之
口
は
、
国
道
２
６
９

号
沿
い
、
宮
崎
市
と
都
城
市
を
結
ぶ

青
井
岳
渓
谷
ラ
イ
ン
の
中
間
点
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

駅
内
の
物
産
館
や

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

牧
場
直
送
の
新
鮮

な
し
ぼ
り
た
て
の

牛
乳
で
作
ら
れ
た

甘か
ん
に
ゅ
う
そ

乳
蘇
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
や
朝
採
れ
生
シ
イ
タ
ケ
を
使
っ

た
シ
イ
タ
ケ
南
蛮
、
山
の
芋
を
使
っ
た

天
ぷ
ら
な
ど
の
地
元
の
特
産
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

●
開
館
時
間　

９
時
〜
19
時

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
57
ー
５
２
２
２

道
の
駅
霧
島

道
の
駅
霧
島
は
、

霧
島
神
宮
と
霧
島

温
泉
郷
の
間
の
山
腹

に
あ
り
、
晴
れ
た
日

に
は
開
聞
岳
を
望
め

る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
近
隣
に
は
、
ス

ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー（
全
長
３
９
０
㍍
）

や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
「
神
話
の
里
公

園
」
も
あ
り
ま
す
。

●
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時
15
分

◎
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
９
９
５
ー
57
ー
１
７
１
１

今
月
か
ら
は
、
各
市
に
あ
る
道

の
駅
を
紹
介
し
ま
す
。初
回
は
、

都
城
市
と
霧
島
市
の
道
の
駅
を

紹
介
し
ま
す
。

か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
うVol.16
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８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
標
語

　

人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
か
け
る
標
語
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
、中
学
生
、

一
般
の
各
部
で
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
を
選

定
し
表
彰
し
ま
す
。

●
対
象　

小
学
生
以
上
で
、市
内
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
・
通
学
す
る
人

　

は
が
き
、
ま
た
は
生
涯
学
習
課
や

各
総
合
支
所
、
各
地
区
公
民
館
に
置
い
て

あ
る
応
募
用
紙
に
標
語
、
氏
名
な
ど
を
明

記
し
、
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
持
参

☎
23

－

９
５
４
５　

FAX 

25

－

１
０
４
３

遺
跡
発
掘
調
査
作
業
員

　

都
城
志
布
志
道
路
建
設
に
伴
い
、
発
掘

調
査
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

健
康
な
男
女

●
雇
用
人
数　

30
〜
60
人
程
度

●
勤
務
地　

梅
北
町

●
賃
金　

1
日
６
、０
４
0
円

●
説
明
会
（
日
時
・
会
場
・
持
参
品
）

８
／
19
㈪　

13
時
30
分
〜
16
時

中
郷
地
区
公
民
館　

持
参
す
る
も
の
：
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
認
印
（
ス

タ
ン
プ
式
を
除
く
）
※
要
申
し
込
み

　

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０

－

１
７
９
６

－

２
２
８
２

か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
作
品

　

９
月
22
日
㈰
〜
10
月
５
日
㈯
に
開
催
す

る
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
部
門　

一
般
の
部
、
子
ど
も
の
部

●
賞　

グ
ラ
ン
プ
リ
、
特
選
ほ
か

●
製
作
費
補
助　

１
体
３
、０
０
０
円

　

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
山
田
総
合
支

所
地
域
振
興
課　

☎
64

－
１
１
１
１

吉
都
線
100
周
年
祭
・
文
化
祭
作
品

　

吉
都
線
100
周
年
祭
に
展
示
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
作
品　

吉
都
線
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
写
真　

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の

　

９
月
２
日
㈪
ま
で
に
住
所
、氏
名
、

連
絡
先
を
記
入
し
た
メ
モ
を
同
封
し
、
作

品
と
一
緒
に
経
営
戦
略
課

☎
23

－

２
１
１
５

平
成
25
年
度
自
衛
官
な
ど

　

受
付
期
間
や
試
験
日
程
な
ど
は
募
集
種

目
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹

候
補
生
、
航
空
学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自
衛

官
コ
ー
ス
）
ほ
か

　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
都
城

地
域
事
務
所　

☎
23

－

３
９
４
４

（
内
線
３
６
７
・
３
６
８
）

高
城
観
音
池
ま
つ
り

　

当
日
は
会
場
周
辺
で
交
通
規
制
を
行
い

ま
す
。
高
城
運
動
公
園
臨
時
駐
車
場
か
ら

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
25
日
㈰　

14
時
〜

※ 

荒
天
時
は
、
高
城
総
合
体
育
館
で
一
部

実
施
。
一
部
、
９
月
１
日
㈰
に
延
期

●
場
所　

観
音
池
公
園

●
内
容　

花
相
撲
や
物
産
展
示
販
売
、
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
ほ
か

　

高
城
観
光
協
会

　
　
　

☎
58

－

６
９
０
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
合
唱
】

●
日
時　

８
月
22
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

な
の
は
な
合
唱
団

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間

じ
ん
け
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ

●
日
時　

８
月
24
日
㈯　

14
時
（
開
演
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

ピ
ア
ノ
演
奏
や
合
唱
、
檀
ふ
み

さ
ん
に
よ
る
朗
読
と
音
楽
の
ひ
と
と
き

　

８
月
16
日
㈮
ま
で
に
同
事
務
局　

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

１
１
２
２

募　

集

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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都
城
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年
事
業

た
か
ら
市

●
日
時　

８
月
17
日
㈯　

12
時
〜
21
時

●
場
所　

神
柱
公
園
多
目
的
広
場

●
内
容　

ダ
ン
ス
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
圏
域
の
う
ま

い
も
の
を
一
堂
に
集
め
た
食
の
ブ
ー
ス

　

都
城
青
年
会
議
所

　
　
　

☎
23

－

０
５
０
２

体
力
テ
ス
ト　
　

●
日
時　

９
月
７
日
㈯

８
時
30
分
（
受
付
）、
９
時
（
開
始
）

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

成
年
（
20
〜
64
歳
）
握
力
・
上

体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・

20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
と
び

高
齢
者
（
65
〜
79
歳
）
握
力
・
上
体
起
こ

し･

長
座
体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち･

10

㍍
障
害
物
歩
行･

６
分
間
歩
行

　

８
月
23
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課　

☎
23

－

９
５
４
６

薬
用
植
物
を
た
ず
ね
て

●
日
時　

９
月
29
日
㈰

※
８
時
に
市
役
所
集
合

●
場
所　

御
池
少
年
自
然
の
家
周
辺

●
定
員　

１
５
０
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
昼
食
・
飲
料
水

は
各
自
持
参
）

●
締
め
切
り　

９
月
10
日
㈫

　

は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、集
合
場
所
（
都

城
・
小
林
の
い
ず
れ
か
）
を
明
記
し
て
㈳

都
城
市
北
諸
県
郡
薬
剤
師
会
（
〒
885

－

０
０
１
９　

祝
吉
一
丁
目
２

－

17
）

☎
25

－

２
４
５
５

警
備
業
務
講
習
（
無
料
）

　

警
備
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
び
、

警
備
員
の
基
本
動
作
、
礼
式
、
護
身
術
を

実
践
し
ま
す
。

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
て
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る
55
歳
以

上
の
人

●
日
程　

９
月
２
日
㈪
〜
11
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
日
間

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

●
定
員　

15
人

　

８
月
22
日
㈭
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
都
城
、
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
宮
崎
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

FAX
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６

求
職
者
支
援
講
座
（
無
料
）

【
わ
か
り
や
す
い
！　

ギ
フ
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
講
座
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
習
得
で
き
ま
す
。
※
選
考
あ
り

●
日
時
・
場
所
・
定
員

９
／
５
㈭　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

25
人　

【
潜
在
看
護
師　

職
場
復
帰
支
援
セ
ミ
ナ
ー
】

　

現
在
の
臨
床
に
必
要
不
可
欠
な
知
識
・

技
術
を
習
得
し
、
自
信
を
持
っ
て
職
場
復

帰
で
き
ま
す
。
※
選
考
あ
り

●
日
時
・
場
所
・
定
員

９
／
17
㈫
・
18
㈬
・
24
㈫
・
25
㈬
・
27
㈮　

13
時
〜
16
時　

都
城
市
郡
医
師
会
病
院　

15
人

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
１
２

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
全
15
回
）

　

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
で
、
外
国
人
に

日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
10
日
㈫
〜
12
月
17
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

曽
於
市
末
吉
総
合
セ
ン
タ
ー

※
来
年
度
は
、
都
城
地
区
で
開
催
予
定

●
対
象　

講
座
終
了
後
に
外
国
人
に
日
本

語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

す
る
意
欲
が
あ
る
人

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

10
人　

※
選
考
あ
り

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
8
月

23
日
㈮
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
生
活
文
化
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

☎
23

－

２
２
９
５　

FAX 

23

－

３
２
２
３　

intl@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

講
座 

・ 

教
室

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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生
涯
学
習
講
座

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

着
付
け
（
全
６
回
）

９
／
２
㈪
〜
11
／
18
㈪
の
第
１
・
３
月
曜
日

10
時
〜
12
時　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　

３
、３
０
０
円　

締
め
切
り
：
８
月
23
日
㈮

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
〜
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
講
座
名
・
日
時
・
場
所

民
謡
教
室

①
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

②
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

山
之
口
地
区
公
民
館

社
交
ダ
ン
ス
教
室

毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
15
時
30
分

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－
４
０
８
０

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
（
無
料
）

　

悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
声
を
掛

け
、
話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
25
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

８
月
22
日
㈭
ま
で
に
福
祉
課

　
　
　

☎
23

－

２
９
８
０

外
国
人
の
た
め
の
各
種
講
座

　

周
り
の
外
国
籍
の
人
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
各
講
座
の
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
名
・
対
象
・
日
時
・
場
所
・
定
員

日
本
語
初
級
講
座

読
み
書
き
、
会
話
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
人

９
／
３
㈫
〜
12
／
13
㈮
の
毎
週
火
・
金
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

10
人

※
教
材
費
２
、４
３
０
円
が
必
要

日
本
語
中
級
講
座

初
級
程
度
が
身
に
つ
い
て
い
る
人

９
／
４
㈬
〜
12
／
11
㈬
の
毎
週
水
曜
日　

10
時

〜
11
時
30
分　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
人　

※
教
材
費
な
ど
の
実
費
あ
り

【
外
国
人
の
た
め
の
生
活
安
全
ツ
ア
ー
】

　

消
防
署
で
の
通
報
体
験
や
、
避
難
所
で

の
体
験
を
通
し
て
、
安
全
へ
の
備
え
を
学

べ
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
語
で

説
明
し
、中
国
語
と
英
語
で
通
訳
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
１
日
㈰　

９
時
〜
13
時

●
集
合
場
所　

中
央
公
民
館

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
代
）

●
対
象
・
定
員　

市
内
・
三
股
町
在
住
の

外
国
籍
の
人　

40
人　

※
要
申
し
込
み

　

８
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
生
活
文
化
課

☎
23

－

２
２
９
５　

FAX 

23

－

３
２
２
３　

intl@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

中
国
語
入
門
講
座

●
対
象　

今
ま
で
中
国
語
を
勉
強
し
た
こ

と
が
な
く
、
中
国
語
に
関
心
が
あ
る
人

●
日
時　

９
月
25
日
㈬
〜
12
月
18
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
受
講
料　

２
、５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
。都
城
国
際
交
流
協
会
会
員
は
２
、

０
０
０
円
）
一
括
し
て
前
納
く
だ
さ
い

　

９
月
11
日
㈬
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
生
活
文
化
課
・
都
城
国

際
交
流
協
会
事
務
局

☎
23

－

２
２
９
５　

FAX 

23

－

３
２
２
３

m
ia@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

８
／
28
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

グ
リ
ッ
シ
ー
ニ
・
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
ブ
レ
ッ
ド

９
／
11
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

全
粒
粉
パ
ン
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
日
時　

９
月
４
日
㈬
〜
11
月
６
日
㈬
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
と
10
月
26
日
㈯

10
時
〜
12
時

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

体
操
や
ボ
ー
ル
運
動
、
マ
ッ
ト

運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ほ
か

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中
に
３

歳
ま
た
は
４
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

●
定
員　

40
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

１
組
３
、０
０
０
円(
子
ど
も

が
２
人
参
加
の
場
合
４
、０
０
０
円)

※ 

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場

合
、
参
加
料
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん

　

８
月
14
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
（
９

時
〜
16
時
）
で
都
城
地
区
施
設
協
会

☎
24

－

６
４
５
４

季
節
陶
芸
教
室

　

参
加
希
望
者
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　

場
所　

竹ち
く
ら楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

●
教
室
名
・
日
時
・
費
用

敬
老
の
日
絵
付
け
陶
芸
教
室

８
／
19
㈪
〜
25
㈰　

① 

10
時
〜　

②
13
時
30
分
〜　

５
０
０
円
〜
１
、０
０
０
円

月
見
う
さ
ぎ
陶
芸
教
室

８
／
26
㈪
〜
９
／
１
㈰　

① 

10
時
〜　

②
13
時
30
分
〜　

１
、０
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

－
６
１
５
０

初
級
簿
記
（
３
級
）
講
習
会

●
日
程　

９
月
10
日
㈫
〜
11
月
７
日
㈭
の

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
で
祝
日
を
除

く
30
日
間　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
受
講
料　

３
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）　

　

９
月
９
日
㈪
ま
で
に
都
城
商
工
会

議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

各
種
技
能
講
習

●
講
座
名
・
日
程
・
場
所
・
定
員
・
受
講
料

安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習

８
／
20
㈫
・
21
㈬　

都
城
地
区
建
設
業
協
会　

１
０
０
人　

９
、０
０
０
円

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

９
／
５
㈭
〜
８
㈰　
（
学
科
）
都
城
地
区
建
設

業
協
会　
（
実
技
）
吉
原
建
設
㈱
仮
設
機
材
部

80
人　

２
万
９
、０
０
０
円

　

㈳
宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

編
み
物
教
室
（
サ
マ
ー
ス
ト
ー
ル
製
作
）

８
／
22
㈭
・
29
㈭　

13
時
〜
15
時　

各
15
人　

１
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
８
／
16
㈮

※
か
ぎ
針
５
号
を
持
参
く
だ
さ
い

男
の
料
理
（
く
ん
製
作
り
）

８
／
24
㈯　

10
時
〜
13
時　

20
人　

８
０
０
円

締
め
切
り
：
８
／
17
㈯

※
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
く
だ
さ
い

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
無
料
）

８
／
27
㈫　

10
時
〜
11
時
30
分　

20
人　

締
め
切
り
：
８
／
20
㈫

※ 
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
飲
み
物
を
持
参
く

だ
さ
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター ☎ 22 ｰ 1659

８/19 ㈪
13 時 30 分～

赤ちゃんパーク・集いの日
わらべ歌、絵本の読みきかせなど
対象：０・１歳の親子、妊婦
場所：社会福祉センター

８/26 ㈪
10 時～　　

とんとんクラブ　※要申し込み
｢親子でおやつ作り｣
対象：2歳以上の親子

９/４㈬
10 時～

お団子作り　※要申し込み
場所：志和池地区公民館　

９/９㈪
10 時～　

いちごクラブ
ボディペインティングあそび　
対象：２歳以上の親子

◆山之口子育て支援センター ☎ 57 ｰ 3298

８/23 ㈮
10 時 30 分～

高齢者施設 ｢花てまり｣ 慰問
おじいちゃん・おばあちゃんと体
操したり遊ぼう！

８/27 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：勤労福祉センター

９/３㈫
10 時 30 分～

公園で遊ぼう
場所：あじさい公園

◆山田子育て支援センター ☎ 64 ｰ 3171

８/19 ㈪
10 時 30 分～

ママも体をいたわって・・・
｢骨盤矯正のコツを知ろう｣　
※要申し込み。託児あり

８/22 ㈭
10 時～

物作りを楽しむ
｢木工製作を体験する｣
※要申し込み。託児あり

９/12 ㈭
10 時～ 飛ばしてあそぼう

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
た
め
の

医
療
事
務
講
習
会

●
対
象　

県
内
在
住
で
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
、
父
お
よ
び
寡
婦
で
、
講
習
会
の
全
日

程
に
出
席
で
き
る
人

●
日
程　

９
月
２
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈪
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

●
場
所　

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

●
定
員　

20
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

●
受
講
料　

無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
９
、２
０
０
円
、
検
定
料

６
、５
０
０
円
が
別
途
必
要

●
応
募
書
類　

宮
崎
県
母
子
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
平
成
25
年
度
就
業
支
援
講

習
会
受
講
申
込
書
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

の
写
し
（
確
認
後
返
却
。
寡
婦
の
人
は
不

要
）　

宮
崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
・
FAX
０
９
８
５

－

22

－
４
６
９
６

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
の
料
理
教
室

●
日
時　

９
月
１
日
㈰　

９
時
30
分
〜
13
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
39

－

２
６
０
０

都
城
高
専
教
養
・
公
開
講
座

　

募
集
案
内
や
申
込
書
は
、
都
城
高
専
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

【
山
頭
火
と
霧
島
盆
地
（
無
料
）】

　

漂
泊
の
俳
人
種
田
山
頭
火
の
句
を
通
し

て
、
80
年
余
り
前
の
霧
島
盆
地
の
姿
を
観

て
い
き
ま
す
。

●
日
時
・
対
象
・
場
所
・
定
員
・
締
め
切
り

９
／
５
㈭
〜
26
㈭
の
毎
週
木
曜
日　

19
時
〜
20
時
30
分

都
城
高
専
専
攻
科
棟
４
階
情
報
処
理
演
習
室

一
般
（
高
校
生
以
上
）　

20
人

締
め
切
り
：
８
／
19
㈪

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

　

初
級
者
・
中
級
者
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ

基
礎
的
な
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
対
象
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

９
／
17
㈫
〜
20
㈮
・
24
㈫
・
25
㈬

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

中
学
生
以
上
（
中
・
高
校
生
は
保
護
者
同
伴
か

送
迎
が
必
要
）

都
城
高
専
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

初
級
者
10
人　

中
級
者
10
人　

※
申
し
込
み
順

２
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
８
／
29
㈭

【
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
を
見
に
行
こ
う
】

　

熊
本
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
で
建
築
学
的
に
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
作
品
を
見
学
し
ま

せ
ん
か
。

●
日
時
・
対
象
・
集
合
場
所
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

９
／
28
㈯　

８
時
〜
19
時　

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
１
人
の
み
）

都
城
高
専
駐
車
場　

40
人　

※
申
し
込
み
順　

１
０
０
円

締
め
切
り
：
９
／
５
㈭

　

都
城
高
専
総
務
課
企
画
係

　
　
　

☎
47

－

１
３
０
６

小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯　

13
時
30
分
〜
16
時　

集
合
（
13
時
）

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

都
城
地
区
の
小
学
３
〜
６
年
生

　

８
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
都
城
市
陸
上
競
技
協
会（
田
爪
）

☎
０
９
０

－

８
３
５
２

－

８
９
２
５

fukyu@
m
iyariku.org

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

８
月
16
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

調
停
委
員
に
よ
る

調
停
手
続
き
の
無
料
相
談

●
日
時　

8
月
11
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
相
談
内
容　

夫
婦
間
や
遺
産
相
続
、
借

金
、
交
通
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　

都
城
地
区
調
停
協
会

　
　

☎
23

－

４
１
３
１

相　

談

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

８
／
27
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

８
月
21
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

８
月
27
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

障
が
い
者
（
児
）
の
各
種
手
当

●
手
当
の
種
類
・
対
象

① 

特
別
障
が
い
者
手
当
（
20
歳
以
上
で
重

度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
か
、
そ

れ
と
同
程
度
以
上
の
状
態
に
あ
る
人
）

② 

障
が
い
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
で
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
人
）

③ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
20
歳
未
満
で
中

度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
）

※ 

こ
れ
ら
の
手
当
は
、
在
宅
の
人
が
対
象

で
す
。
対
象
要
件
に
つ
い
て
質
問
や
、

現
在
手
当
受
給
者
で
入
院
ま
た
は
施
設

入
所
し
た
人
は
連
絡
く
だ
さ
い

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
者
年
金
は
、
自
分
で
積
み
立
て
た

年
金
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
が
将
来
の
自

分
の
年
金
原
資
と
な
る
確
定
拠
出
型
年
金

で
す
。

●
対
象　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳

未
満
の
人

●
保
険
料
な
ど　

月
額
２
万
円
を
基
本
と

し
、
６
万
７
、０
０
０
円
（
千
円
単
位
）

ま
で
増
額
可
。
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
年
金
受
給
時

に
も
公
的
年
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

●
国
の
政
策
支
援
制
度　

認
定
農
業
者
や

青
色
申
告
者
な
ど
の
意
欲
あ
る
担
い
手
に

対
し
、
20
〜
50
㌫
の
国
の
保
険
料
助
成
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
助
成
を
受

け
る
場
合
は
、
保
険
料
の
増
額
は
で
き
ま

せ
ん
。（
保
険
料
は
定
額
２
万
円
）

　

ま
た
、
保
険
料
助
成
分
に
相
当
す
る
特

例
付
加
年
金
を
受
給
す
る
と
き
に
は
、
経

営
の
継
承
が
必
要
で
す

●
終
身
年
金
制
度　

年
金
は
生
涯
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
者
や
受
給
者

が
80
歳
に
な
る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で
あ
っ

た
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在
価
格
相
当
額

が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
給
付
さ
れ

ま
す

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

　
　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

お
知
ら
せ

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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26

高
崎
町
大
牟
田
新
田
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
の
保
留
地
公
売

●
保
留
地
の
画
地
番
号
・
地
目
（
面
積
）・
価
格

３
街
区
保
２
号　

宅
地
（
５
１
４
・
96
平
方
㍍
）
６
１
８
万
円

３
街
区
保
５
号　

宅
地
（
４
２
９
・
44
平
方
㍍
）
５
１
６
万
円

７
街
区
保
２
号　

宅
地
（
３
１
２
・
55
平
方
㍍
） 
３
６
０
万
円

７
街
区
保
３
号　

宅
地
（
３
４
８
・
60
平
方
㍍
） 

４
０
８
万
円

７
街
区
保
４
号　

宅
地
（
３
１
２
・
61
平
方
㍍
）
３
６
０
万
円

７
街
区
保
５
号　

宅
地
（
３
１
２
・
82
平
方
㍍
）
３
６
０
万
円

10
街
区
保
１
号　

宅
地
（
３
０
７
・
64
平
方
㍍
）
３
９
１
万
円

26
街
区
保
１
号　

宅
地
（
３
６
９
・
31
平
方
㍍
）
４
６
６
万
円

41
街
区
保
２
号  

宅
地
（
３
０
１
・
67
平
方
㍍
）
３
７
５
万
円

●
抽
選
日
時　

９
月
３
日
㈫　

10
時
〜

●
抽
選
場
所　

高
崎
総
合
支
所
２
階
大

会
議
室

●
持
参
す
る
も
の　

抽
選
通
知
書
、
印

鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は
除
く
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
持
参

　

８
月
26
日
㈪
の
16
時
ま
で
に
高

崎
総
合
支
所
建
設
課

☎
62

－
１
１
１
１

障
が
い
者
（
児
）
各
種
手
当
現
況
届

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
が
い

者
手
当
、
障
が
い
児
福
祉
手
当
、
経
過

的
福
祉
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
８
月

19
日
㈪
〜
27
日
㈫
の
期
間
に
所
得
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
給
者
へ

の
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

雇
用
関
係
助
成
金
の
変
更

　

雇
用
保
険
の
各
種
助
成
金
の
変
更
に

伴
い
、
非
正
規
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
支
援
、
若
年
層
の
安
定
雇
用
の

確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た
助
成
金
が
新

設
さ
れ
た
ほ
か
、
既
存
の
類
似
助
成
金

を
統
廃
合
す
る
な
ど
、分
か
り
や
す
く
、

活
用
し
や
す
い
制
度
体
系
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

宮
崎
労
働
局
職
業
対
策
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
２
４

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者

　

日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
に
お
い

て
父
な
ど
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
に
、
戦
死
し
た
旧
戦
域
を
訪

問
し
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

㈶
日
本
遺
族
会　
　

　
　

☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

お
知
ら
せ

風
し
ん
の
予
防
接
種

費
用
の一部
助
成

　

期
間
や
助
成
額
は
、
広
報

都
城
７
月
号
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

妊
娠
を
予
定
・
希

望
す
る
女
性
と
そ
の
夫
、
妊

娠
し
て
い
る
女
性
の
夫
（
未

婚
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
含
む
）

●
助
成
の
方
法
と
接
種
場
所

【
４
月
１
日
〜
６
月
30
日
の
期
間
】

　

こ
ど
も
課
で
、後
払
い（
助

成
額
分
）
の
請
求
手
続
き
が

必
要
で
す
。

【
７
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日
の
期
間
】

　

接
種
場
所
は
、
下
記
の
医

療
機
関
と
な
り
ま
す
。必
ず
、

電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

指
定
医
療
機
関
で
は
、
助

成
額
を
差
し
引
い
た
接
種
料

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

都
城
市
・
三
股
町
以
外
の

医
療
機
関
で
も
接
種
は
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
後

払
い
で
の
接
種
と
な
り
、

こ
ど
も
課
で
の
手
続
き
が

必
要
で
す

　

こ
ど
も
課　

　
　

☎
23

－

２
６
８
４

あ
き
と
内
科
胃
腸
科

☎
46

－

５
５
０
０

原
田
医
院

☎
26

－

３
３
３
０

有
馬
医
院

☎
23

－

２
６
１
０

ふ
く
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
46

－

５
０
０
１

い
づ
み
内
科
医
院

☎
22

－

７
１
１
１

マ
ド
コ
ロ
外
科
医
院

☎
22

－

０
１
３
８

宇
宿
医
院

☎
25

－

９
０
３
１

丸
田
病
院

☎
23

－

７
０
６
０

大
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
37

－

０
５
３
９

三
嶋
内
科

☎
24

－

７
１
７
１

沖
水
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
27

－

５
６
５
６

柳
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
22

－

４
８
６
２

仮
屋
医
院

☎
36

－

０
５
２
１

山
内
小
児
科
医
院

☎
22

－

０
０
４
８

仮
屋
外
科
胃
腸
科
医
院

☎
25

－

７
７
１
２

よ
し
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
23

－

９
３
８
４

共
立
医
院

☎
22

－

０
２
１
３

吉
松
病
院

☎
25

－

１
５
０
０

久
保
原
田
中
医
院

☎
22

－

７
７
０
０

大
岐
医
院

☎
57

－

２
０
２
５

ケ
イ
オ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
46

－

４
５
０
０

志
々
目
医
院

☎
57

－

２
０
０
４

児
玉
小
児
科

☎
25

－

５
５
７
０

政
所
医
院

☎
58

－

２
１
７
１

庄
内
田
中
医
院

☎
37

－

０
５
０
７

吉
見
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
58

－

５
６
３
３

城
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
26

－

３
６
６
２

教
山
内
科
医
院

☎
62

－

１
２
０
５

園
田
光
正
内
科
医
院

☎
38

－

５
１
１
５

隅
病
院

☎
62

－

１
１
０
０

ど
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
22

－

１
８
２
５

海
老
原
内
科

☎
64

－

１
２
１
１

と
く
と
め
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
26

－

１
８
２
０

山
路
医
院

☎
64

－

３
１
３
３

都
北
鮫
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
38

－

６
０
６
０

た
け
し
た
こ
ど
も
医
院

☎
51

－

０
０
０
５

冨
田
医
院

☎
23

－

４
５
８
６

田
中
隆
内
科

☎
52

－

０
３
０
１

中
山
産
婦
人
科
医
院

☎
23

－

８
８
１
５

と
ま
り
内
科
外
科
胃
腸
科
医
院

☎
52

－

１
１
３
５

野
辺
医
院

☎
22

－

０
１
５
３

長
倉
医
院

☎
52

－

２
１
０
９

は
し
ぐ
ち
小
児
科

☎
24

－

５
５
０
０

畠
中
小
児
科
医
院

☎
52

－

６
０
０
０

は
ま
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
45

－

２
２
６
６

み
し
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
51

－

８
１
０
０

早
水
公
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
36

－

６
１
１
７

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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27

野
生
猿
被
害
防
止
対
策
用

電
気
柵
の
購
入
費
補
助

●
対
象　

市
内
在
住
で
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

●
対
象
地
域　

野
生
猿
に
よ
る
被
害
の

多
い
高
城
町
全
域
、山
之
口
町
（
永
野
・

青
井
岳
地
区
）、
高
崎
町
（
笛
水
地
区
）

な
ど
の
農
地

●
対
象
物　

野
生
猿
用
電
気
柵
本
体
お

よ
び
柵
線
な
ど
（
ネ
ッ
ト
な
ど
は
対
象

外
）　

※
事
前
に
審
査
あ
り

●
補
助
金
額　

対
象
物
の
購
入
経
費
の

85
㌫
以
内

※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
け
付
け
終
了

　

農
産
園
芸
課

　
　
　

☎
23

－

２
４
２
５

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
対
象　

今
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※ 

現
在
治
療
中
の
人
、
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
で
受
診
予
定
の
人
を
除
く

●
日
程　

９
月
２
日
㈪
〜
10
月
30
日
㈬

の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
日
を
除
く

●
受
付　

14
時
〜
14
時
15
分

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
大
岩
田
町
）

●
定
員　

各
日
程
20
人　

※
申
し
込
み

順●
内
容　

問
診
・
骨
密
度
測
定
検
査
・

医
師
に
よ
る
結
果
の
説
明

●
検
診
料　

４
０
０
円

※ 
生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
人
は
、
証
明
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
熱
中
症
は
室
内
で
特
に
何
も

し
て
い
な
く
て
も
、
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い

な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し

た
り
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た

り
し
て
上
手
に
温
度
調
整
を
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

振
り
込
め
詐
欺
や

「
類
似
詐
欺
」
に
注
意
！

　

県
内
で
振
り
込
め
詐
欺
や
そ
れ
に
類

似
し
た
詐
欺
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

●
あ
な
た
の
心
を
惑
わ
す

　

振
り
込
め
詐
欺
の
キ
ー
ワ
ー
ド

•
必
ず
儲
か
る
！

•
後
で
高
く
買
い
取
る
！

•
携
帯
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た

•
ま
ず
保
証
金
を
送
金
し
ろ
！

•
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
！

●
被
害
を
防
ぐ
に
は

•
一
人
で
判
断
し
な
い

•
身
近
な
人
ま
た
は
警
察
に
相
談
す
る

• 

在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に
し
て
、

直
接
、
話
さ
な
い

　

振
り
込
め
詐
欺
相
談

　
　

☎
０
９
８
５

－

29

－

２
５
２
５

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
指
定
医
療
機
関
の
追
加

　

次
の
医
療
機
関
で
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
医
療
機
関
名　

黒
松
病
院　

　
　
　
　
　
　
　

☎
38

－

１
１
２
０　

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
８/14
㈬

たけしたこども医院（小） 51-0005
共立医院（内） 22-0213
田中隆内科（内） 52-0301
都北鮫島クリニック（胃・内・外） 38-6060
横山病院（泌・消） 22-2806
中山産婦人科（産・婦） 23-8815
金丸歯科医院 22-3945

８/15
㈭

柳田病院（小・内） 22-4862
戸嶋病院（内） 22-1437
みしま内科クリニック（内・循） 51-8100
マドコロ外科（外・胃・整） 22-0138
池之上整形（整・ﾘｳ・ﾘﾊ） 23-2311
西元眼科（眼） 25-8888
内之浦歯科医院 24-8022

８/18
㈰

山内小児科（小） 22-0048
柏村内科（内） 22-2616
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
三州病院（外・胃・内） 22-0230
ながはま整形外科（整） 46-7188
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
土持歯科クリニック 25-1515

８/25
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
野辺医院（内・胃） 22-0153
安藤医院（消・外・内） 39-2226
ならはら皮膚科（皮膚） 22-1455
西浦耳鼻科（耳鼻） 22-0715
時任歯科医院 24-7474

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

８/14 ㈬ みまたファミリー、ひむか都城、坂口、そうごうたかお南店

８/15 ㈭ 東町、かかりつけ支援センター、さくら、チェロ、中原町

８/18 ㈰ 日研、ひかり、ひゅうが、みやこ、ひむか蔵原

８/25 ㈰ プリマリー、とよみつ、ひまわり、あい上町

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

みやざき医療ナビ

Miyakonojo City Public Relations 2013.8



多田将（著）イースト・プレス（出版）

基礎となる考え方から最新の実験や
観測の方法まで、素粒子物理学者が
分かりやすく語った一般公開講座を完
全収録。

イモトアヤコ（著）プレジデント社（出版）

珍獣ハンターとして世界中を年間240
日も駆け回る著者が、その過酷な番
組収録で身に付けたサバイバル術や
コミュニケーション術を伝授。

小泉信一（著）講談社（出版）

新聞に連載された人気インタビューコラ
ムを書籍化。共演者から監督まで、い
ろいろな切り口で寅さんを語り尽くす。

ジェイソン・チン（作）福岡信一（訳）
講談社（出版）

ダーウィンの進化論でも知られるガラパ
ゴス諸島。希少な生物たちはなぜ独自
の進化を遂げたのか。島の生態系の
移り変わりを分かりやすく解説。

「すごい宇宙講義」

「イモトアヤコの地球７周半」

「寅さんの伝言」

「ガラパゴス」

８月16日～９月15日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

一般 一般

児
童

児
童

都城市立図書館　●休館日／８月19日・26日、９月2日・５日・９日・16日・17日　　　　 　　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　※水曜日は20：00まで開館
高城図書館　　　●休館日／８月18日・20日・27日、９月３日・10日・15日・16日・17日  　　　●開館時間／９：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
８
月
17
日
㈯　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
８
月
28
日
㈬　

15
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
８
月
31
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
８
月
22
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
９
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

し
た
き
り
す
ず
め

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

お
知
ら
せ

夏
休
み
植
物
名
前
調
べ

夏
休
み
植
物
名
前
調
べ

　

植
物
採
取
し
た
、
植
物
標
本

の
名
前
調
べ
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
必
ず
採
取
し
た
標
本
を
持

参
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時

場
所　

市
立
図
書
館

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　

護
者

「
災
害
と
タ
ノ
カ
ン
サ
ァ
」

　

市
内
に
は
、
タ
ノ
カ
ン
サ
ァ
と
呼
ば
れ
る
た
く

さ
ん
の
石
像
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
田
ん
ぼ

を
守
る
神
様
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
て
、
旧
鹿
児
島

藩
の
領
内
に
の
み
見
ら
れ
る
独
特
の
も
の
で
す
。

　

タ
ノ
カ
ン
サ
ァ
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
の
享
保
期
。
市
内
で
最
も

古
い
も
の
は
、
高
崎
町
前
田
（
谷
川
）
の
享
保
９

年
（
１
７
２
４
）
に
作
成
さ
れ
神
像
の
形
を
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
型
は
、
市
内
や
小
林
市
な
ど
に

多
く
分
布
し
て
い
て
、
こ
の
地
域
が
神
像
型
タ
ノ

カ
ン
サ
ァ
の
発
祥
の
地
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

享
保
期
は
、
災
害
が
頻
発
し
、
農
作
物
の
不
作

が
続
い
た
時
期
。
さ
ら
に
、
享
保
元
〜
３
年
に
は

新
燃
岳
大
噴
火
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
タ
ノ
カ
ン
サ
ァ
は
災
害
を
鎮

め
、
農
作
物
の
豊
作
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
霧
島
信
仰
が

盛
ん
だ
っ
た
こ
の

地
域
で
は
、
神
様

の
形
で
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
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●
39
年
前
、
五
十
市
中
学
校
に
入
学
し
た
夫
も
、
駅
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
日
置
さ
ん
の
こ
と
覚
え

て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
今
で
も
、
多
く

の
駅
の
利
用
者
が
感
謝
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
…
。

（
南
横
市
町　

 

き
ぃ
〜
ま
ま
さ
ん
）

●
65
歳
に
な
り
、
国
民
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
て
喜
ん
だ

の
も
つ
か
の
間
。
介
護
保
険
料
の
請
求
が
届
い
て
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
年
老
い
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
年
見
町　

Mi
ち
ゃ
ん
）

●
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
元
気
が
取
り
え
の
私

で
し
た
が
、
最
近
は
膝
や
目
な
ど
の
治
療
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
検
診
を
受
け
て
、
健

康
に
年
を
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
山
之
口
町
富
吉　

Ｒ
・
Ｋ
さ
ん
）

●
３
歳
児
の
歯
科
検
診
は
と
て
も
大
切
で
す
。
36
歳
に

な
っ
た
今
も
歯
医
者
が
苦
手
な
私
で
す
が
、
２
歳
の
わ

が
子
の
歯
磨
き
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
梅
北
町　

や
す
ぴ
ょ
ん
さ
ん
）

●
休
日
を
利
用
し
て
、
都
城
島
津
伝
承
館
の
企
画
展
に
友

人
と
出
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
７
月
か
８
月
の
家
庭

の
日
が
良
さ
そ
う
で
す
ね
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン

ト
も
楽
し
み
で
す
。

（
宮
崎
市　

ポ
ー
ち
ゃ
ん
）

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

今月号を読んでのわたしの一言

まっこちよかよ、みやこんじょ！
クイル・アンダーソンさん（アメリカ） 　Vol.15

① 現在、市では、明日の都城の農林業を元気
にする〇次産業化を推進しています

② 食のアドバイザー「食生活改善推進員」と
して、現在、〇〇〇人が市内で活躍中

③ SO冬季世界大会スノーシューイングで、
銅〇〇〇２個を獲得した橋口美智代さん

広報Vol.92

　４年前、当時 23 歳の私は、都城市の国際
交流員としてアメリカの西海岸から都城に来ま
した。都城がどこにあるのかさえ知らず、太宰
治が小説で描いた「津軽」を希望していた私
ですが、都城と出会うのは運命だったと思いま
す。緑豊かな都城盆地でアメリカの事などを紹
介しながらさまざまな経験ができました。とても
良い同僚や友達に恵まれ、妻にも出会えたの
で、この４年間は最高に良かったです。大変
お世話になりました。本当に感謝しています。
　国際交流員としての期間は終わるのです
が、都城から一旦離れて、また近いうちに帰っ
て来ると思います。都城に友達や家族もいる
し、子どもができたら都城で育てたいと思いま
す。アメリカにいる間、都城の素晴らしさを、
声を大にして言いたいです。「みやこ
んじょはよかよ ！ おじゃったもんせ ！ 」
　都城の皆さん、本当にありがとうご
ざいました。ちょっとアメリカに行ってき
ます。また近いうちにお会いしましょう。
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 No.92 2013年８月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や８月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　９月２日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙10月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎６月号クイズの結果【応募総数60通】

　★正解／①消毒　②災害　③駅長
◎６月号当選者　黒木　典子さん（都北町）

【都城のうまいものなど　4,000円相当】
商品提供事業者
道の駅　都城
☎38ｰ5125
都城地域のうまいもの
や工芸品などを幅広く
取り揃えています。併
設するレストランも好
評です。ぜひ、ご来店
ください。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展「サマザマナワザ」 　～９月１日㈰
◎「灯ろう絵ワークショップ」 ８月31日㈯までの
毎週土曜日 14：00～17：00
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「遊びにいこう！　大昔の都城へ」　～９月１日㈰
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　 高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「災害と都城のひとびと」　～10月６日㈰
※期間中、小・中学生は本宅観覧料無料
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎重陽の節句と後のひな　8月31日㈯～9月16日㈪
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
※夏休み期間中（～8/31㈯まで）は、19:00～22:00も開館

入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎夏の星空教室　※要予約
　８月20日㈫　19：30～21：00

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※８月16日～９月15日の日程



ファミリアコンサートvol.2
バロック音楽への誘い
～古楽器で奏でるクラシック音楽の世界～

平成25年７月 1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,649 世帯 （ － 22） （   35）
人口総数 167,140 人 （ － 77） （ － 912）
男 78,237 人 （ － 45） （ － 512）

女 88,903 人 （ － 32） （ － 400）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

今回の特集「都城の農業のこれまでとこれから」
の取材を通して、現場でさまざまな挑戦を続

ける人たちに出会いました。一口に「農業」といっ
ても、扱う作物や家畜の種類、規模などはさまざま。
そこでの取り組みは、マニュアルがある訳ではなく、
農家の知恵と絶え間ない努力、そして地域の農業や
農地を守りたいという強い気持ちがあってできるこ
とだと強く感じました。課題が多いと言われる農業。
農家の努力が実を結んで、都城の農業に明るく力強
い未来が訪れることを願ってやみません。（久）

夏の到来を告げる行事として定着したおかげ祭りが、
７月８日・９日の２日間、神柱宮境内をメーン会場に開
催されました。全国各地に伝わる祭の特徴を取り入れて
新たな伝統をつくり、そしてその伝統を受け継いでいこ
うと、毎年、その輪を広げ
ています。今年も、みこし
の担ぎ手や、跳ね人と呼ば
れる踊り手などに約1,100
人が参加。威勢のいい掛け
声とともに、盆地の夏が幕
を開けました。

盆地に熱い夏が来た!!

イベントカレンダー
（８月16日～９月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

８
月

17日㈯　12：00～21：00
たから市【神柱公園多目的広場】
問　都城青年会議所　☎23-0502

25日㈰　14：00～
高城観音池まつり【観音池公園】
問　高城観光協会　☎58-6900

９
月

６日㈮～８日㈰　
ビーチバレーＪＢＶツアー【霧島ファクトリーガーデン】
問　霧島ファクトリーガーデン　☎21-8111

14日㈯～16日㈪　９：30～17：00
都北地区学校創意工夫工作展【ウエルネス交流プラザ】
問　工業振興課　☎23-2753

環霧島エリア

８
月
24日㈯・25日㈰
天孫降臨霧島祭【霧島神宮・みやまコンセール】
問　霧島市観光協会　☎0995-78-2115

９
月
７日㈯　18：00～
名水丸池感謝の夕べ【丸池公園（栗野駅裏）】
問　湧水町商工観光課　☎0995-74-3111

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

霧島市

湧水町

●日時　９月７日㈯
　　　　開演14:00　（開場13:30）
●料金　全席指定　大人2,300円　学生1,300円　
　　　　※ ３歳未満の入場不可

遊び心あふれる演出でシェイクスピア作品
を分かりやすく魅せる演劇です！
今までに厚生労働省の児童福祉文化
賞、紀伊國屋演劇賞団体賞を受賞。２
世代、３世代で楽しめる作品です。

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

ジュリアス・シーザー
子供のためのシェイクスピア

●日時　11月１日㈮　　19:00～21:00
●得割料金　一般1,800円　大学生以下1,300円
　　　　　　　　  ペア2,500円
　　　　　　　※得割料金は、８月中のみプラザ窓口での販売。   
              　　 当日券は、700円程度アップします

なかなか実物をみることのできないフォルテピアノ
と、バイオリンによるバロック音楽をお届けします。
８月中の交流プラザ窓口では、とってもオトクな
得割料金で販売します！

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介
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